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1

　
刊
行
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
昭
和
村
民
俗
文
化
交
流
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、『
天
明
八
年
巡
見
使
饗
応
料
理
調
査
及
び
再
現
報
告
書
』
を
発
刊
す
る
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
本
文
で
詳
し
く
解
説
し
て
お
り
ま
す
が
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
野
尻
組
（
現
在
の
昭
和
村
）
に
来
訪
し
た
巡
見
使
に
つ
い
て
は
、
昭

和
村
内
に
も
そ
の
記
録
が
残
り
、
今
回
は
そ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
基
に
実
際
に
出
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
料
理
を
再
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
比
較
資
料
と
し
て
旧
領
主
仙
台
（
旧
川
口
）
山
内
家
（
実
際
は
白
石
だ
が
史
料
に
は
仙
台
山
内
家
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
記
載
）

の
子
孫
が
江
戸
時
代
の
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
来
訪
し
た
際
に
お
も
て
な
し
を
受
け
た
料
理
も
再
現
し
て
お
り
ま
す
。
仙
台
（
旧
川
口
）
山
内

家
は
、
中
世
に
伊
北
郷
（
現
在
の
金
山
町
の
一
部
と
只
見
町
）
と
金
山
谷
（
現
在
の
金
山
町
と
昭
和
村
・
三
島
町
の
一
部
）
を
治
め
て
い
た
横
田
山

ノ
内
家
の
分
家
で
金
山
町
川
口
を
本
拠
地
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
川
口
・
本
名
・
下
中
津
川
等
を
治
め
て
お
り
、
豊
臣
秀
吉
の
奥
州
仕
置
（
一
五
九
〇
）

の
際
に
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
で
あ
る
片
倉
景
綱
に
臣
従
し
、
以
降
、
片
倉
家
の
家
臣
と
し
て
続
い
た
家
系
で
す
。

今
回
の
事
業
で
は
、
会
津
若
松
市
に
あ
る
籠
太
の
店
主
、
鈴
木
真
也
氏
に
監
修
を
、
福
島
の
食
文
化
研
究
家
・
管
理
栄
養
士
の
平
出
美
穂
子
氏
に

料
理
の
再
現
と
レ
シ
ピ
の
作
成
、
福
島
県
立
博
物
館
の
阿
部
綾
子
氏
に
翻
刻
で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に
な
る
な
ど
数
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
、

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
冊
子
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

数
々
の
料
理
の
再
現
を
通
し
、
江
戸
時
代
の
記
録
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
住
む
奥
会
津
の
郷
土
の
歴
史
と
文
化
を
振
り
返
る
良

い
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

昭
和
村
民
俗
文
化
交
流
事
業
実
行
委
員
会　
　
　



2

天
明
巡
見
使
と
昭
和
村
（
野
尻
組
）
（
注
１
）
の
対
応
に
つ
い
て

か
ら
む
し
工
芸
博
物
館　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

学
芸
員　

松
尾　

悠
亮

一
．
巡
見
使
と
は

江
戸
時
代
、
将
軍
の
代
替
わ
り
毎
に
派
遣
さ
れ
た
江
戸
幕
府
の
上
使
を
巡
見
使
と
い
い
ま
す
。

全
国
を
巡
回
し
て
、
幕
府
へ
の
謀
反
の
企
て
が
な
い
か
、
各
地
が
し
っ
か
り
統
治
さ
れ
て
い
る
か

を
視
察
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
十
回
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
巡
見
使
は
、
諸
大
名
領
を

対
象
に
し
た
諸
国
巡
見
使
と
幕
府
領
（
幕
領
）
を
対
象
に
し
た
御
料
巡
見
使
の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
（
注
２
） 

。
本
稿
で
は
諸
国
巡
見
使
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

諸
国
巡
見
使
は
、
全
国
を
八
つ
の
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
使
節
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

諸
国
巡
見
使
で
は
、
使
番
、
小
姓
組
、
そ
し
て
書
院
番
と
い
う
役
職
に
就
い
て
い
る
幕
臣
か
ら
一

人
ず
つ
選
ば
れ
、
八
つ
の
地
区
ご
と
に
計
三
名
の
江
戸
幕
府
の
役
人
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

二
．
天
明
期
の
巡
見
使
に
つ
い
て

徳
川
家
斉
の
十
一
代
将
軍
就
任
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉）
に
伴
い
、天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

に
両
巡
見
使
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
諸
国
巡
見
使
の
中
で
も

東
北
地
方
・
北
海
道
を
巡
回
し
た
奥
羽
松
前
巡
見
使
は
、
藤

沢
要
人
（
使
番
）・
川
口
久
助
（
小
姓
組
）・
三
枝
十
兵
衛
（
西

の
丸
書
院
番
）
の
計
三
名
で
す
。
御
料
巡
見
使
は
、
加
藤
四
郎

兵
衛
（
勘
定
）・
西
村
左
太
郎
（
支
配
勘
定
）・
村
田
鉄
太
郎
（
徒

目
付
）
の
三
名
で
し
た
（
図
１
）。

『
川
口
様
御
宿
品
々
書
上
控
』（
個
人
蔵
）
と
い
う
史
料
に

は
、
諸
国
巡
見
使
は
約
一
一
〇
名
（
注
３
）
の
大
所
帯
の
上
、

会
津
藩
か
ら
四
八
名
程
の
役
人
（「
四
拾
八
人
程　

御
預
方
」）、

六
尺
（
駕
籠
持
ち
の
こ
と
、「
拾
八
人
御
や
と
い
御
六
尺
上
下
」）

が
十
八
名
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

野
尻
組
は
南
山
御
蔵
入
領
と
い
う
幕
領
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
南
山
御
蔵
入
領
は
通
常
の
幕
領
と
は
統
治
方
法
が
違
い
、

江
戸
幕
府
の
直
轄
支
配
と
会
津
藩
が
幕
府
か
ら
預
か
っ
て
支

配
す
る
預
地
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
（
注
４
）。
巡
見
使
が
野

尻
組
へ
や
っ
て
来
る
天
明
八
年
当
時
、南
山
御
蔵
入
地
領
は
会
津
藩
の
預
地
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

諸
国
巡
見
使
・
御
料
巡
見
使
、
双
方
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

天
明
八
年
五
月
六
日
に
諸
国
巡
見
使
一
行
は
江
戸
を
出
発
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
奥
州
街
道
を
北

上
し
て
五
月
十
一
日
に
白
河
城
下
に
到
着
し
て
い
ま
す
。
白
河
以
降
は
、
白
河
城
下
―
上
古
屋
―

長
沼
〔
十
二
日
〕
長
沼
―
勢
至
堂
―
福
良
〔
十
三
日
〕
福
良
―
原
―
若
松
城
下
〔
十
四
日
〕
若
松

城
下
―
関
山
―
大
内〔
十
五
日
〕大
内
―
倉
谷
―
田
島〔
十
六
日
〕田
島
―
糸
沢
―
田
島〔
十
七
日
〕

田
島
―
針
生
―
古
町
〔
十
八
日
〕
古
町
―
梁
取
―
布
沢
〔
十
九
日
〕、
と
い
う
道
を
取
り
、
二
十

日
に
布
沢
か
ら
吉
尾
峠
を
越
え
て
野
尻
村
へ
来
て
一
泊
し
ま
し
た
（
地
図
）。

翌
日
、美
女
峠
を
越
え
て
三
島
・
柳
津
方
面
へ
向
か
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。そ
の
後
も
東
北
地
方
・

北
海
道
（
松
前
）
の
巡
回
を
続
け
て
、諸
国
巡
見
使
は
同
年
十
月
に
江
戸
へ
戻
り
ま
し
た
。
一
方
、

御
料
巡
見
使
は
同
年
九
月
に
野
尻
村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

【図 1】巡見使の名前書上げ
　『御廻国様

御巡見様御通御窺幷入用大積帳』（個人蔵）

【地図】　巡見使の経路（提供：平出美穂子氏）
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【図２】諸国巡見使の通行した経路（白河～本宮）　『川口様御宿品々書上控』（個人蔵）

天
明
期
の
巡
見
使
の
目
的
は
、
慣
例
通
り
の
将
軍
の
代
替
わ

り
に
あ
た
っ
て
諸
国
を
巡
回
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
も
、
天
明
の
飢
饉
（
注
５
）
後
の
諸
国
の
状
況
を
監

察
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
も
あ
り
ま
し
た
。

三
．
巡
見
使
へ
の
対
応

『
御
上
使
様 

御
巡
見
様
両
御
止
宿
覚
書
』
と
い
う
史
料
（
注

６
）
か
ら
、
天
明
巡
見
使
に
対
し
、
昭
和
村
が
ど
の
よ
う
な
準

備
を
行
っ
た
の
か
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
巡
見
使
来
訪
の
予
告

 

「
申
二
月
四
日
、
御
役
所
よ
り
御
触
有
之
、
当
四
月
上
旬
御

上
使
様
御
廻
候
由
御
触
有
之
」

天
明
八
年
二
月
四
日
、
会
津
藩
（「
御
役
所
」）
か
ら
御
触
れ

が
あ
り
、
四
月
上
旬
に
巡
見
使
（「
御
上
使
様
」）
が
野
尻
組
へ

や
っ
て
来
る
と
予
告
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
五
月
二
日
ニ
御
触
有
之
、
五
月
四
日
ニ
江
戸
御
発
駕
之
由

申
来
り
掃
敷
罷
成
候
」

五
月
四
日
に
巡
見
使
が
江
戸
を
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

五
月
二
日
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
（
実
際
に
出
発
し
た
の
は
五
月

六
日
）。
そ
れ
か
ら
忙
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

「
慥
成
御
日
限
相
知
不
申
候
処
、
二
十
日
晩
野
尻
御
止
宿
由

申
来
り
候
」

確
か
な
日
時
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
五
月
二
十

日
夜
、巡
見
使
が
野
尻
へ
宿
泊
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
宿
泊
所
の
修
繕
と
道
の
普
請

「
二
月
二
十
七
日
、
御
本
陣
為
御
見
分
野
尻
へ
御
着
、
一
渡

部
理
兵
衛
方
、
二
義
左
衛
門
、
三
惣
助
、
此
度
家
作
被
致
候
得

者
漸
間
ニ
合
申
候
…
」

二
月
二
十
七
日
に
、
巡
見
使
宿
泊
所
（「
御
本
陣
」）
三
軒
見

分
の
た
め
、
若
松
か
ら
会
津
藩
の
役
人
や
大
工
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
宿
泊
所
は
、
郷
頭　

渡
部
理
兵
衛
宅
、
義
左
衛
門
宅
、

惣
助
宅
で
す
。

「
三
本
陣
共
ニ
上
ノ
間
よ
り
二
ノ
間
迄
屋
ね
加
べ
畳
痛
候
而
戸
迄
万
事
御
上
之
御
物
入
地
下
ヘ

御
う
け
不
被
遊
候
…
」

三
軒
の
宿
泊
所
の
上
の
間
か
ら
二
の
間
ま
で
の
屋
根
・
壁
・
畳
で
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
修
繕

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
大
石
組
ハ
中
井
名
主
勇
七
殿
一
人
ニ
而
道
普
請
杖
次
御
勤
、
吉
尾
峠
よ
り
間
方
村
制
札
之
前

迄
、
道
ハ
大
石
組
更
前
ニ
相
談
相
極
メ
候
所
六
百
五
人
ニ
而
相
仕
舞
候
由
…
」

大
石
組
（
金
山
町
）
の
援
助
を
受
け
て
吉
尾
峠
か
ら
間
方
村
（
三
島
町
）
の
制
札
（
注
７
）
前

ま
で
の
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
杖
突
と
は
測
量
の
こ
と
で
す
。
当
初
、
四
月
下
旬
に
来
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
延
期
に
な
っ
た
た
め
四
月
二
十
三
日
に
普
請
を
や
め
ま
す
が
、
巡
見

使
の
出
発
が
伝
え
ら
れ
る
五
月
二
日
以
降
、
忙
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
食
材
の
調
達

「
五
月
六
日
、本
名
村
愿
網
と
松
山
村
理
右
衛
門
、野
尻
へ
参
り
賄
方
相
極
、献
立
方
大
法
ニ
極
」

五
月
六
日
に
、
本
名
村
の
愿
網
（
注
８
）
と
松
山
村
の
理
右
衛
門
が
野
尻
へ
や
っ
て
来
て
巡
見

使
へ
提
供
す
る
料
理
の
献
立
が
決
ま
り
ま
す
。
藤
沢
要
人
が
宿
泊
す
る
渡
部
理
兵
衛
宅
は
、
料
理

人
頭
愿
網
、
ほ
か
中
向
の
源
助
、
下
町
の
惣
助
、
大
石
の
伝
八
が
料
理
の
準
備
を
し
ま
す
。
川
口

久
助
が
宿
泊
す
る
惣
助
宅
で
は
、
料
理
人
頭
を
沼
沢
の
玄
純
が
つ
と
め
、
野
尻
の
小
左
衛
門
、
大

栗
山
の
和
助
、
中
津
川
の
孫
太
郎
が
料
理
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
三
枝
十
兵
衛
の
泊
ま
る
義
左
衛

門
宅
で
は
、
料
理
人
頭
を
松
山
の
理
右
衛
門
に
、
本
名
村
市
左
衛
門
、
中
津
川
の
権
次
が
料
理
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

「
菓
子
も
調
義
致
置
候
得
共
少
々
御
買
上
ニ
被
成
候
、
此
方
よ
り
遣
候
而
ハ
決
而
御
取
不
被
成

候
」巡

見
使
の
一
人
川
口
久
助
へ
提
供
さ
れ
た
料
理
の
献
立
（『
川
口
様
御
宿
品
々
書
上
控
』）
に
は

御
茶
菓
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
菓
子
は
用
意
し
て
い
た
け
れ
ど
も
買
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
ら
買
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
若
松
調
義
物
代
二
十
二
両
一
分
余
外

ニ
地
調
義
物
品
々
」「
味
噌
十
四
貫
目
若
松
調
義
物
ノ
内
…
」
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
味
噌
な

ど
若
松
か
ら
仕
入
れ
た
も
の
も
あ
る
そ
う
な
の
で
、
御
菓
子
も
若
松
か
ら
仕
入
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
川
魚
が
中
野
・
小
ノ
川
（
昭
和
で
は
な
く
お
そ
ら
く
柳
津
の
小
ノ
川
）・
沼

沢
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
ま
す
（「
川
ざ
い
六
ツ
ま
る
た
十
中
野
小
ノ
川
よ
り
太
助
持
参
致
候
」「
沼

沢
鮒
一
疋
ニ
而
四
百
十
匁
有
候
、
其
外
小
鮒
二
十
六
疋
沼
沢
よ
り
参
候
」）

こ
の
よ
う
に
し
て
、
準
備
は
進
み
、
十
九
日
に
は
若
松
か
ら
会
津
藩
の
役
人
、
医
者
、
六
尺
（
駕
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籠
持
ち
）
が
や
っ
て
来
て
翌
二
十
日
に
吉
尾
峠
山
の
神
で
巡
見
使
は
出
迎
え
ら
れ
ま
す
。

四
．
古
川
古
松
軒
の
み
た
野
尻
組

天
明
諸
国
巡
見
使
に
随
行
し
た
古
川
古
松
軒
（
注
9
）
は
『
東
遊
雑
記
』
と
い
う
紀
行
文
を
残

し
て
い
ま
す
。
地
理
学
者
と
し
て
の
古
松
軒
か
ら
み
た
江
戸
時
代
の
野
尻
組
の
様
子
が
『
東
遊
雑

記
』
に
は
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
布
沢
よ
り
山
道
三
里
八
町
と
い
え
ど
も
四
里
余
あ
り
、
野
尻
に
止
宿
、
と
に
も
か
く
に
も
深

山
幽
谷
の
み
に
し
て
、
た
く
さ
ん
な
る
も
の
は
良
材
・
蕨
・
ぜ
ん
ま
い
・
独
活
・
山
芋
ば
か
り
、

海
魚
は
い
う
に
及
ば
ず
鳥
類
も
稀
に
て
、
生
魚
と
い
う
は
川
魚
に
や
ま
べ
・
赤
腹
な
ど
称
せ
る
目

馴
れ
ぬ
魚
ば
か
り
に
て
、
行
け
ば
行
く
ほ
ど
山
深
く
し
て
、
広
大
な
る
こ
と
い
う
ば
か
り
な
く
、

会
津
百
万
石
と
い
い
な
ら
わ
せ
し
こ
と
宜
な
り
（
注
10
）」

（
現
代
語
訳
）

布
沢
か
ら
山
道
が
三
里
八
町
（
約
十
三
㎞
）
あ
る
と
い
う
が
、（
実
際
に
は
）
四
里
余
り
（
約

十
六
㎞
）
あ
る
。
野
尻
に
泊
ま
っ
た
。
と
に
か
く
深
山
幽
谷
で
、
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
良
材
（
良

い
材
木
の
こ
と
か
）・
ワ
ラ
ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
・
ウ
ド
・
山
芋
ば
か
り
で
あ
る
。
海
の
魚
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
鳥
も
稀
で
あ
っ
て
、
生
魚
は
川
の
ヤ
マ
ベ
（
ヤ
マ
メ
）・
ア
カ
ハ
ラ
と
い
う
馴
染
み

の
な
い
魚
ば
か
り
で
あ
る
。
行
け
ば
行
く
ほ
ど
山
深
く
、広
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

俗
に
「
会
津
百
万
石
」
と
い
う
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。

古
松
軒
に
よ
る
と
、
野
尻
組
は
と
て
も
山
深
い
と
こ
ろ
で
、
山
菜
や
川
魚
ば
か
り
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
地
理
に
つ
い
て
書
か
れ
た
後
に
、
続
け
て
か
ら
む
し
栽
培
を
は
じ
め
と
す
る
野
尻
の
習

俗
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
辺
の
田
畑
は
、
何
に
て
も
生
ず
べ
き
所
な
れ
ど
も
、
寒
中
雪
深
き
ゆ
え
諸
品
生
じ
難
く
、

緒
に
す
る
唐
む
し
と
い
う
麻
に
ほ
ぼ
似
た
る
も
の
を
作
る
、
こ
の
辺
に
て
多
く
作
り
て
布
に
織
る

な
り
。
こ
の
草
お
よ
そ
三
年
も
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
糸
の
如
く
し
て
縮
に
織
る
こ
と
な
ら
ず
、
も
っ
と

も
価
の
賤
し
か
ら
ぬ
も
の
な
り
。
麻
も
多
く
作
る
な
り
。
早
稲
を
植
う
る
を
見
る
に
、
透
間
な
く

し
げ
し
げ
植
え
付
く
る
こ
と
な
り
。
ま
た
山
中
に
入
り
て
は
目
な
れ
ぬ
樹
木
あ
り
、
中
に
も
赤
毛

桃
と
い
う
木
あ
り
、
三
月
に
実
を
結
び
、
八
月
に
紅
に
熟
す
、
味
わ
い
甚
だ
美
な
り
と
土
人
い
え

り
。
北
東
大
沼
郡
野
尻
村
、
南
西
会
津
郡
布
沢
村
、
吉
尾
峠
と
い
う
を
界
と
す
。
こ
れ
よ
り
若
松

城
下
へ
十
三
里
（
注
11
）」

（
現
代
語
訳
）

こ
の
辺
り
の
田
畑
は
、雪
が
深
い
た
め
作
物
が
育
ち
に
く
い
が
、緒（
繊
維
）に
す
る
唐
む
し（
か

ら
む
し
）
と
い
う
麻
に
似
た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
多
く
作
り
、
布
に
織
っ
て
い

る
。
こ
の
草
（
か
ら
む
し
）
は
（
植
え
て
か
ら
）
三
年
過
ぎ
る
と
、
糸
に
し
て
縮
を
織
る
こ
と
が

で
き
る
。
値
段
が
安
い
も
の
で
は
な
い
。
麻
も
多
く
作
っ
て
い
る
。
早
稲
を
植
え
て
い
る
の
を
み

る
と
隙
間
な
く
植
え
て
い
る
。
山
の
中
に
は
馴
染
み
の
な
い
樹
木
が
あ
る
。
赤
毛
桃
と
い
う
木
が

あ
る
。
三
月
に
実
が
な
り
、
八
月
に
は
赤
く
熟
す
。
と
て
も
お
い
し
い
と
現
地
の
人
は
言
っ
て
い

る
。
野
尻
村
と
布
沢
村
は
吉
尾
峠
を
境
と
し
て
い
る
。
若
松
城
下
ま
で
は
十
三
里（
約
五
十
二
㎞
）

で
あ
る
。

古
松
軒
は
、
野
尻
組
で
は
雪
が
深
く
諸
品
生
じ
難
く
、
か
ら
む
し
と
い
う
麻
に
似
た
植
物
を
栽

培
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
続
け
て
美
女
峠
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
時
、

美
女
峠
は
楓
林
が
あ
っ
た
そ
う
で
、「
こ
の
山
は
楓
の
木
ば
か
り
に
て
、
人
び
と
み
な
目
を
驚
か

せ
し
な
り
。
竜
田
・
高
雄
と
て
昔
よ
り
世
に
称
せ
る
こ
と
、
な
か
な
か
こ
の
楓
林
に
は
及
ぶ
べ
き

に
あ
ら
ず
…
（
注
12
）」 

と
、紅
葉
の
名
所
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
竜
田
（
奈
良
）
高
雄
（
京

都
）
も
美
女
峠
の
楓
林
に
は
及
ば
な
い
と
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。『
東
遊
雑
記
』
の
記
述
は
、
古

松
軒
自
身
の
出
身
で
あ
る
西
日
本
と
比
較
す
る
形
で
、
東
北
地
方
が
よ
く
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

五
．
昭
和
村
に
残
る
巡
見
使
の
古
文
書

昭
和
村
に
も
巡
見
使
に
関
連
し
た
古
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。
紙
幅
の
都
合
で
全
部
は
紹
介
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
四
点
に
絞
っ
て
解
説
し
ま
す
。

（
１
）「
川
口
様
御
宿
品
々
書
上
控
」

個
人
蔵　

天
明
八
年
申
五
月　

野
尻
定
番
名
主
仁
右
衛
門

諸
国
巡
見
使
の
一
人
川
口
久
助
の
宿
所
で
準
備
さ
れ
た
品
々
、
巡
見
使
や
家
臣
の
名
簿
、
巡
見

使
の
巡
回
し
た
経
路
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
再
現
し
た
料
理
は
こ
の
資
料
に
書
か
れ
て

い
る
献
立
を
元
に
し
ま
し
た
。

（
２
）「
三
枝
十
兵
衛
様
御
用
人
音
竹
喜
右
衛
門
様
御
案
内
之
次
第
書
上
帳
」（
図
3
）

個
人
蔵　

天
明
八
申
五
月　

伊
勢
松

巡
見
使
の
来
訪
時
、
下
中
津
川
名
主
本
名
仁
右
衛
門
忰
の
伊
勢
松
が
音
竹
喜
右
衛
門
を
案
内
し

ま
し
た
。
音
竹
喜
右
衛
門
は
巡
見
使
の
一
人
三
枝
十
兵
衛
の
家
来
（
御
用
人
）
で
す
。
本
資
料
に

は
、
天
明
八
年
五
月
二
十
日
に
吉
尾
峠
山
の
神
で
巡
見
使
を
出
迎
え
て
か
ら
五
月
二
十
二
日
に
西
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勝
峠
手
前
で
伊
勢
松
が
巡
見
使
一
行
と
別
れ
る
ま
で
の
、
音
竹
か
ら
の
質
問
や
応
答
な
ど
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
本
資
料
か
ら
は
、
吉
尾
峠
か
ら
美
女
峠
の
間
で
は
、
牛
首
城
の
こ
と
、
野
尻
川
の

こ
と
（
川
魚
の
こ
と
）、
野
尻
村
の
村
高
（
注
13
）、
六
十
里
・
八
十
里
越
の
こ
と
な
ど
が
質
問
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
巡
見
使
か
ら
の
質
問
と
応
答
に
関
し
て
は
、「
案
内
手
鑑
」
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
（
注
14
）、
何
を
聞
か
れ
て
ど
う
答
え
る
の
か
は
事
前
に

用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
資
料
は
、『
三
島
町
史
』
第
三
巻
〈
資
料
編
二 

近
世
〉（
二
〇
一
八

年
）
に
翻
刻
・
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）「
御
廻
国
使
様
御
巡
見
様
御
通
御
窺
幷
入
用
大
積
帳
」（
図
4
）

個
人
蔵　

天
明
八
年
申
ノ
二
月　

野
尻
組
下
中
津
川
村
名
主
仁
右
衛
門
控

特
に
興
味
深
い
の
は
、
接
待
の
方
法
や
接
待
す
る
時
の
服
装
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
延
享
・

宝
暦
期
の
も
の
（
注
15
）
と
合
わ
せ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
巡
見
使
を
案
内
す
る
時
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
。
案
内
す
る
に
あ
た
り
、
三
人
の
巡
見

使
（「
御
三
方
様
」）
へ
は
名
主
が
一
人
ず
つ
付
き
、
御
用
人
（
巡
見
使
の
家
来
）
へ
は
名
主
か
百

姓
代
が
一
人
ず
つ
付
く
こ
と
。
案
内
す
る
人
は
全
員
「
御
案
内
手
鑑
」
を
持
ち
、
羽
織
・
脇
差
・

股
引
を
着
て
案
内
す
る
こ
と
。
延
享
期
に
は
、
巡
見
使
へ
は
郷
頭
が
、
御
用
人
へ
は
名
主
が
一
人

ず
つ
付
く
こ
と
。
郷
頭
は
紬
、
脇
差
、
股
引
を
着
用
し
、
刀
は
供
人
に
持
た
せ
る
こ
と
（
注
16
）、

名
主
は
木
綿
の
羽
織
、脇
差
、股
引
を
着
用
す
る
こ
と
、こ
れ
ら
の
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

巡
見
使
の
宿
所
で
は
、
麻
の
裃
を
着
て
接
待
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
延
享
・
宝
暦
時
も
同
じ
。
火

の
番
に
つ
い
て
。
宝
暦
時
は
二
組
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
一
組
に
つ
き
、
名
主
忰
一
人
と

人
足
二
十
人
が
昼
夜
見
廻
る
こ
と
。
名
主
は
「
か
ち
羽
織
」
の
類
、脇
差
、股
引
を
着
用
す
る
こ
と
。

延
享
時
は
、
郷
頭
忰
を
上
役
、
名
主
を
下
役
に
し
て
、
人
足
二
十
人
を
二
手
に
分
け
、
郷
頭
忰
は

大
小
（
刀
）
を
着
用
、名
主
は
羽
織
・
脇
差
を
着
用
、夜
中
は
「
高
ち
や
う
ち
ん
」（
提
灯
の
一
つ
か
）

を
下
げ
て
見
廻
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
資
料
か
ら
は
、
巡
見
使
の
対
応
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
応
じ
た
服
装
や
接
待
の
取

り
決
め
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
は
勿
論
、
身
分
に
応
じ
た
服
装
の
差
（
郷
頭
は
帯
刀
出
来
る

が
、
名
主
ま
で
は
脇
差
ま
で
し
か
持
て
な
い
等
）
も
あ
っ
た
こ
と
ま
で
分
か
り
ま
す
。

（
４
）「
野
尻
組
村
々
ゟ
御
巡
見
様
江
差
出
申
候
願
書
控
」（
図
5
）

個
人
蔵　

天
明
八
年
申
八
月　

仁
右
衛
門
写
取

①「
陸
奥
国
南
山
御
蔵
入
大
沼
郡
野
尻
組
九
ヶ
村
百
姓
共
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
」②「
乍

恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
」③「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候（
尾
岐
郷
ゟ
御
巡
見
使
様
ヘ
差
上
候
写
）」

の
三
点
が
ま
と
め
ら
れ
た
古
文
書
で
す
。

こ
れ
ら
は
巡
見
使
通
行
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
願
書
の
写
し
で
す
が
、
こ
の
願
書
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の
か
は
、『
御
上
使
様
御
巡
見
様
両
御
止
宿
覚
書
』
と
い
う
史
料
（
注
17
）

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
天
明
八
年
五
月
の
諸
国
巡
見
使
の
受
け
入
れ
後
、
次
の
御
料
巡
見
使
へ
の

対
応
の
た
め
、
各
組
か
ら
一
人
ず
つ
名
主
が
会
津
若
松
へ
呼
び
出
さ
れ
ま
す
。
七
月
十
八
日
、
野

尻
組
か
ら
は
松
山
村
名
主
和
右
衛
門
が
若
松
へ
行
き
、
八
月
一
日
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
若
松
で

は
、
各
組
の
名
主
か
ら
会
津
藩
へ
郷
頭
制
廃
止
等
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
津
藩
へ
の

願
書
提
出
と
併
せ
て
、九
月
の
御
料
巡
見
使
へ
提
出
予
定
の
願
書
も
会
津
藩
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
覧
す
る
こ
と
で
、
各
組
か
ら
会
津
藩
へ
事
前
伺
い
を
立
て
、
巡
見
使
へ
の
願
の
取
次
を
申
し
出

て
い
ま
す
。

②
は
、
御
料
巡
見
使
へ
提
出
す
る
予
定
の
願
書
（
会
津
藩
へ
事
前
に
伺
い
を
出
し
た
も
の
）
と

会
津
藩
へ
あ
て
た
願
書
で
す
。
七
月
末
の
各
組
名
主
達
と
会
津
藩
の
間
で
行
わ
れ
た
交
渉
の
過
程

で
作
成
さ
れ
た
願
書
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
御
料
巡
見
使
へ
の
願
い
と
し
て
は
、
漆
植
え
立
て
の
取

り
止
め
、
年
貢
金
納
の
許
可
の
二
ヶ
条
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
会
津
藩
へ
の
願
書
に
は
、
拝
借
米

に
つ
い
て
、
籾
殻
拝
借
に
つ
い
て
、
夫
食
米
に
つ
い
て
の
三
ヶ
条
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

【図 3】【図 4】

【図 5】
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①
③
は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
九
月
に
御
料
巡
見
使
へ
提
出
さ
れ
た
願
書
で
す
。
①
は
野

尻
組
が
作
成
、
③
は
尾
岐
郷
が
作
成
し
た
願
書
で
す
。
①
に
は
、
七
月
末
に
会
津
藩
へ
内
覧
し
た

通
り
、
漆
植
え
立
て
の
取
り
止
め
と
年
貢
金
納
の
許
可
に
つ
い
て
の
二
つ
の
願
い
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
③
の
内
容
は
、
年
貢
の
支
払
い
方
法
と
漆
植
え
立
て
の
二
点
で
す
。
年
貢
の
金
納
の
願
い

出
等
に
、訴
え
を
出
す
理
由
と
し
て
「
卯
年
以
来
之
凶
作
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。「
卯
年
」

と
は
天
明
三
年
の
こ
と
、
つ
ま
り
「
卯
年
以
来
之
凶
作
」
と
は
浅
間
山
噴
火
で
起
こ
っ
た
天
明
の

飢
饉
の
こ
と
で
す
。

会
津
藩
と
の
交
渉
を
経
て
、
郷
頭
制
の
休
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
各
組
の
名

主
は
会
津
藩
と
交
渉
し
て
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
、
野
尻
組
を

は
じ
め
と
す
る
南
山
御
蔵
入
領
は
、会
津
藩
が
幕
府
か
ら
の
預
地
と
い
う
形
で
治
め
て
い
ま
し
た
。

領
内
の
人
々
が
巡
見
使
へ
直
接
訴
え
出
て
し
ま
う
と
、
会
津
藩
の
統
治
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

と
巡
見
使
に
判
断
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
そ
う
な
る
と
会
津
藩
へ
処
分
が
科
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
し
た
。
巡
見
使
を
盾
に
と
り
こ
の
よ
う
な
状
況
を
う
ま
く
使
っ
た
こ
と
で
、
各
組
名

主
は
会
津
藩
と
交
渉
が
で
き
た
の
で
す
。

（
注
１
）「
組
」
と
は
、
江
戸
時
代
、「
村
」
の
上
に
置
か
れ
た
行
政
単
位
で
す
。
両
原
・
喰
丸
・
小
野
川
・

大
芦
・
佐
倉
・
小
中
津
川
・
下
中
津
川
・
野
尻
・
松
山
、
九
ヶ
村
を
ま
と
め
て
野
尻
組
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
村
を
ま
と
め
る
人
が
名
主
、
組
を
ま
と
め
る
人
が
郷
頭
で
す
。

（
注
２
）
諸
国
巡
見
使
は
、
古
文
書
で
は
「
大
巡
見
」「
御
廻
国
使
」
と
書
か
れ
ま
す
。
御
料
巡
見
使
は
、

古
文
書
で
は
「
小
巡
見
」「
御
巡
見
（
使
）」
と
書
か
れ
ま
す
。

（
注
３
）
史
料
中
に
は
「
都
合
百
拾
人　

上
下
ニ
而
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
内
訳
を
足
す
と
一
一
〇

名
に
は
合
わ
な
い
の
で
正
確
な
数
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

（
注
４
）
山
口
孝
平　
『
近
世
会
津
史
の
研
究
』
下
巻　

歴
史
春
秋
社
、
一
九
七
八
年
、
参
照
。

（
注
５
）
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
～
天
明
八
年
、
東
北
地
方
の
冷
害
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
飢
饉
。
天

明
三
年
の
浅
間
山
（
長
野
県
）
噴
火
が
拍
車
を
か
け
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
６
）『
三
島
町
史
』
第
三
巻
〈
資
料
編
二 

近
世
〉（
二
〇
一
八
年
）、
所
収
。

（
注
７
） 

江
戸
時
代
の
村
に
は
、
幕
府
や
藩
か
ら
の
布
達
（
制
札
）
が
立
て
ら
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。

制
札
場
は
、
村
の
入
口
な
ど
皆
が
通
る
場
所
の
場
合
が
多
い
で
す
。

（
注
８
）
本
名
村
の
渡
邊
愿
網
（
一
七
四
三
～
一
八
〇
七
）
の
こ
と
。
小
笠
原
流
礼
法
に
通
じ
て
い
た
人

物
（
平
出
美
穂
子
『
古
文
書
に
み
る
会
津
藩
の
食
文
化
』　

歴
史
春
秋
社
、二
〇
一
四
年
、参
照
）。

（
注
９
）
古
川
古
松
軒
（
一
七
二
六
～
一
八
〇
七
）、
江
戸
時
代
の
地
理
学
者
。
備
中
国
下
道
郡
新
本
村

（
今
の
岡
山
県
総
社
市
）
の
出
。
九
州
を
旅
し
た
紀
行
文
『
西
遊
雑
記
』、
天
明
巡
見
使
に
随
行

し
て
見
聞
を
ま
と
め
た
『
東
遊
雑
記
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
巡
見
使
随
行
の
後
、

老
中
松
平
定
信
に
登
用
さ
れ
、
武
蔵
国
（
今
の
東
京
・
埼
玉
）
の
地
理
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

の
ち
、
故
郷
の
岡
田
藩
に
登
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
10
）
古
川
古
松
軒　
『
東
遊
雑
記
』（
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）、
よ
り
引
用
。

（
注
11
）
前
掲
、『
東
遊
雑
記
』、
よ
り
引
用
。

（
注
12
）
前
掲
、『
東
遊
雑
記
』、
よ
り
引
用
。

（
注
13
）
村
高
と
は
、
一
村
に
お
け
る
年
貢
高
の
総
計
の
こ
と
で
す
。
本
資
料
に
は
、
野
尻
村
の
村
高
は
、

七
六
八
石
五
斗
二
升
五
合
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
注
14
）
昭
和
村
に
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）・
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
巡
見
使
の
「
案
内
手
鑑
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。

（
注
15
）
延
享
三
年
・
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
巡
見
使
の
巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。

（
注
16
）
郷
頭
は
特
権
と
し
て
名
字
帯
刀
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
注
17
）
前
掲
、『
三
島
町
史
』

②「乍恐以書付奉願候御事」

③「乍恐以書付奉願上候（尾岐郷ゟ御巡見使様ヘ差上候写）」

①「陸奥国南山御蔵入大沼郡野尻組九ヶ村百姓共乍恐以書付奉願上
候御事
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天
明
八
年
「
川
口
様
御
宿
品
々
書
上
控
」
に
み
る

巡
見
使
川
口
様
の
接
待
膳
　
解
説

福
島
の
食
文
化
研
究
家　

平
出
美
穂
子

一
．
巡
見
使
に
つ
い
て

巡
見
使
は
、
将
軍
が
代
わ
る
度
に
、
全
国
の
諸
藩
に
派
遣
さ
れ
た
通
常
は
幕
府
直
轄
の
役
職
に

つ
い
て
い
る
武
士
団
の
こ
と
で
、
諸
藩
の
不
正
や
藩
内
の
実
状
等
を
細
部
に
査
察
し
ま
し
た
。
会

津
地
方
に
は
十
回
ほ
ど
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
巡
見
使
は
お
使
番
藤
沢
要
人
と
そ
の
家
臣

四
十
四
名
、
お
小
姓
番
川
口
久
助
と
そ
の
家
来
四
十
三
名
、
御
書
院
番
三
枝
十
兵
衛
と
そ
の
家
臣

三
十
二
名
の
総
勢
百
二
十
名
の
一
行
で
、
そ
の
中
に
、
当
時
地
理
学
者
で
有
名
だ
っ
た
古
川
古
松

軒
（
六
十
三
才
）
が
随
行
し
ま
し
た
。
天
明
八
年
五
月
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
一
行
は
、
五
月

十
一
日
に
白
河
藩
に
到
着
。

そ
の
後
、
会
津
藩
領
内
を
十
二
日
か
け
て
査
察
し
て
い
き
ま
し
た
。
会
津
藩
領
御
預
地
と
な
っ

た
南
会
津
の
名
主
た
ち
は
白
河
で
ど
の
よ
う
な
接
待
膳
が
だ
さ
れ
る
の
か
、
あ
ら
か
じ
め
調
査
に

行
き
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
献
立
で
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
務
で
あ
る
た
め
、
一
泊
二
食
付
き
の
一
汁
一
菜
の
宿
代
を
払
い
、
ご
馳
走
は
せ
ず
、

酒
や
肴
は
特
別
注
文
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
巡
見
使
様
の
精

進
日
（
忌
日
）
が
あ
り
、
こ
の
日
は
、
各
本
陣
一
行
す
べ
て
精
進
料
理
を
お
出
し
し
な
け
れ
ば
成

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
藤
沢
様
は
、
十
一
日
・
十
二
日
・
十
五
日
、
川
口
様
は
二
日
・

三
日
・
十
四
日
・
二
十
五
日
、
三
枝
様
は
十
日
で
し
た
。

宿
で
は
基
本
料
金
だ
け
い
た
だ
い
て
、
道
普
請
、
荷
物
運
び
、
料
理
人
な
ど
、
あ
わ
せ
て
千
人

以
上
を
動
員
し
て
精
一
杯
接
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
案
内
人
は
、
村
々
の
詳
細
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
「
手
鑑
」
を
持
ち
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
「
知
ら
ぬ
、
存
ぜ
ぬ
」
で
対
応
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
美
女
に
は
、
お
て
つ
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
巡
見
使
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
接
待
作
法
や
献
立
に
関
し
て
は
、
小
笠
原
流
礼
法
者
の
渡
邊
愿
綱
が
総
括
し
ま
し
た
。

二
．
古
川
古
松
軒
に
つ
い
て

地
理
学
者
で
あ
る
古
松
軒
は
、
こ
の
度
の
随
行
記
『
東
遊
雑
記
』
の
中
で
、
会
津
の
風
俗
や
接

待
膳
、
見
聞
し
た
厳
し
い
感
想
、
会
津
藩
主
と
白
河
藩
主
の
比
較
な
ど
詳
細
に
記
し
て
い
ま
す
。

田
島
周
辺
で
は
「
食
事
、
大
い
に
悪
く
、
毎
日
、
山
の
芋
と
豆
腐
の
他
は
な
く
、
味
噌
、
醤
油
の

味
わ
い
悪
く
（
略
）
茶
づ
け
に
し
て
く
れ
と
言
え
ば
湯
漬
け
に
し
て
出
す
、
各
各
台
所
に
出
て
用

事
を
自
弁
す
る
な
り
。（
略
）」
そ
し
て
、
野
尻
村
周
辺
で
は
「
と
に
も
か
く
も
、
深
山
幽
谷
の
み

し
て
、
た
く
さ
ん
な
る
も
の
は
、
良
材
、
蕨
、
薇
、
う
ど
、
山
芋
ば
か
り
。
海
魚
は
言
う
に
及
ば

ず
、
鳥
類
も
ま
れ
に
て
、
生
魚
と
い
う
は
、
山
女
、
赤
腹
な
ど
見
慣
れ
ぬ
魚
ば
か
り
。（
略
）」
ま

た
、
猪
苗
代
周
辺
で
は
「
会
津
君
と
て
も
、
御
在
国
の
時
、
生
魚
を
食
い
給
う
こ
と
希
な
る
よ
し

（
略
）」
と
記
し
、
最
後
に
「
飽
き
し
も
の　

か
じ
か　

あ
か
は
ら
、
ま
て
こ
、
は
や
、
山
坂
、
た

ま
ご
、
わ
ら
び
、
ど
ぶ
ろ
く
」
と
記
し
、
会
津
十
二
日
間
の
巡
見
の
旅
を
終
え
ま
し
た
。
帰
国
後
、

『
東
遊
雑
記
』
は
、
老
中
松
平
定
信
に
献
上
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

三
．　

天
明
八
年
五
月
二
十
日　

野
尻
泊
、

　
　
　

御
小
姓
番
川
口
様
ご
一
行
様
の
献
立　

解
説

申　

五
月
二
十
日　

晩　

御
泊
ま
り　

献
立

●　

熨
斗　

三
方

床
の
間
に
は
三
方
に
熨
斗
鮑
を
の
せ
て
お
迎
え
し
ま
す
。
※
今
回
は
熨
斗
い
か
で
再
現
。

●　

御
茶　

あ
し
久
保

川
口
様
ご
一
行
が
お
着
に
な
っ
た
の
で
お
茶
を
お
出
し
し
ま
し
た
。
こ
の
お
茶
は
現
在
の
静
岡

県
足
久
保
の
お
茶
で
す
。
静
岡
県
葵
区
足
久
保
は
、
阿
部
川
の
支
流
足
久
保
川
の
流
域
に
あ
り
、

お
茶
の
発
祥
地
と
も
言
わ
れ
て
、
古
く
か
ら
茶
業
が
栄
え
た
所
で
す
。

八
百
年
前
、
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
、
聖
一
国
師
が
宋
（
現
在
の
中
国
）
か
ら
持
ち
帰
り
こ
の
地
に

広
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
徳
川
家
康
か
ら
代
々
献
上
品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
足

久
保
は
、
日
照
時
間
が
短
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
激
し
く
朝
霧
が
立
ち
こ
め
や
す
い
た
め
、
深
み

熨斗　三方

お茶（あし久保）　御菓子
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の
あ
る
味
わ
い
が
楽
し
め
る
お
茶
と
し
て
現
在
も
有
名
で
す
。

●　

御
菓
子

①　

こ
ん
ぺ
い
（
金
平
糖
）

金
平
糖
は
戦
国
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
氷
砂
糖
に
水
を
加
え
て
煮
詰

め
、
鍋
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
ざ
ら
め
な
ど
に
少
し
ず
つ
そ
の
液
を
絡
め
て
つ
く
る
飴
菓
子
で
す
。

語
源
は
糖
菓
子
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
コ
ン
フ
エ
イ
ト
に
由
来
し
ま
す
。

②　

あ
る
へ
い
と
う
（
有
平
糖
）

有
平
糖
は
、
金
平
糖
と
同
じ
く
南
蛮
菓
子
の
一
つ
で
砂
糖
に
水
を
加
え
て
煮
詰
め
、
火
か
ら
下

ろ
し
て
、
固
ま
ら
な
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
形
に
細
工
さ
れ
た
飴
で
す
。
語
源
は
砂
糖
の
こ
と
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ア
ル
ヘ
ロ
ア
に
由
来
し
ま
す
。

③　

松
風

菓
子
の
表
面
が
、
け
し
で
飾
ら
れ
焼
き
色
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
裏
は
白
く
寂
し
い
と
こ
ろ
か

ら
「
浜
の
松
風
う
ら
さ
び
し
い
」
と
語
呂
合
わ
せ
か
ら
松
風
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
小
麦
粉
、砂
糖
、

水
飴
を
混
ぜ
て
鉄
板
に
の
ば
し
て
板
状
に
焼
き
上
げ
た
も
の
。
江
戸
時
代
に
は
朝
廷
や
幕
府
に
献

上
さ
れ
、
嘉
祥
菓
子
の
一
つ
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
日
本
一
薄
い
と
い
わ
れ
る
熊
本
県
正

観
堂
の
松
風
を
用
い
ま
し
た
。

④　

飛
蝶

蝶
は
婚
礼
な
ど
で
も
雄
蝶
雌
蝶
で
一
対
と
さ
れ
、
め
で
た
い
膳
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
有
平
糖
で
つ
く
ら
れ
た
一
対
の
蝶
に
し
て
用
い
ま
し
た
。

⑤　

か
た
桜
（
硬
桜
か
）

片
桜
は
花
び
ら
か
堅
桜
か
不
明
で
あ
っ
た
め
、
京
都
産
の
和
三
盆
で
作
っ
た
桜
に
し
て
み
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
五
品
と
も
干
菓
子
で
盛
り
付
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

●　

五
月
二
十
日　

御
中
飯

①　

手
塩
（
奈
良
漬
け
・
煮
大
豆
）

手
塩
皿　

奈
良
漬
け
は
瓜
と
会
津
丸
な
す
の
酒
粕
漬
け
と
、
柔
ら
か
く
煮
た
大
豆
の
煮
豆
は
醤

油
味
と
し
ま
し
た
。
煮
大
豆
は
五
目
煮
豆
に
し
て
み
ま
し
た
。

②　

平
（
生
豆
腐　

く
ず
た
め
）

豆
腐
の
あ
ん
か
け
煮
は
、
鍋
に
三
角
の
大
切
り
し
た
豆
腐
を
、
ひ
た
ひ
た
の
だ
し
汁
を
入
れ
弱

火
で
沸
騰
さ
せ
、
醤
油
で
味
を
調
え
て
か
ら
水
溶
き
く
ず
粉
を
廻
し
入
れ
一
煮
立
さ
せ
て
仕
上
げ

ま
し
た
。

五月二十日　御中飯
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③　

南
良
茶
づ
け
（
奈
良
茶
飯
）

奈
良
茶
飯
は
、
元
来
奈
良
の
興
福
寺
な
ど
の
お
寺
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
米
に
煎
っ
た
大
豆
や

黒
豆
、
小
豆
、
か
ち
栗
等
を
入
れ
、
ほ
う
じ
茶
や
番
茶
で
炊
い
た
飯
で
し
た
。
や
が
て
江
戸
時
代

に
な
る
と
、
江
戸
に
伝
わ
り
、
こ
の
茶
飯
に
豆
腐
の
あ
ん
か
け
や
煮
豆
や
奈
良
漬
け
が
つ
き
ま
し

た
。
今
で
言
う
と
奈
良
茶
飯
定
食
の
よ
う
に
な
り
、
大
流
行
し
、
宿
や
茶
屋
で
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
御
中
飯
（
小
昼
の
よ
う
な
も
の
）
は
、
ま
さ
に
江
戸
で
も
て
は
や

さ
れ
て
い
る
奈
良
茶
飯
セ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
奥
会
津
の
野
尻
組
で
お
も
て
な
し
を
し
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
小
笠
原
流
礼
法
家
の
渡
邊
愿
綱
の
才
覚
が
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
古
川
古

松
軒
の
『
東
遊
雑
記
』
に
よ
る
と
田
島
周
辺
で
、
お
茶
づ
け
を
た
の
ん
だ
の
に
湯
漬
け
を
も
っ
て

き
た
と
あ
き
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
情
報
が
渡
邊
愿
綱
に
、
伝

わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
中
飯
は
野
尻
の
宿
と
な
っ
た
所
は
す
べ
て
同
じ
内

容
だ
っ
た
よ
う
で
す
（
別
表
：
天
明
八
年
巡
見
使
接
待
膳
一
覧
参
照
の
こ
と
：
三
島
町
史
・
本
資

料
よ
り
作
成
。）。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
大
豆
と
黒
豆
を
別
々
に
同
割
れ
す
る
ま
で
か
ら
煎
り
を
し
ま
す
。
か
ち
栗
は

一
晩
水
に
つ
け
て
柔
ら
か
く
し
ま
す
。
小
豆
は
、
胴
割
れ
を
防
ぐ
た
め
水
煮
し
ま
す
。
白
米
に
は

少
し
餅
米
を
混
ぜ
て
洗
米
し
ま
す
。
水
の
代
わ
り
に
ほ
う
じ
茶
を
煎
じ
て
材
料
を
全
部
入
れ
て
普

通
の
御
飯
に
し
て
炊
き
あ
げ
、
い
た
だ
く
時
に
ほ
う
じ
茶
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

●　

五
月
二
十
日　

夕
食　

本
膳

①　

小
皿　

前
述
の
御
中
飯
と
同
様
の
小
皿
で
す
。

　

か
う
の
も
の
（
香
の
物
）　

奈
良
漬
と
即
席
漬
け
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

煮
大
豆

こ
こ
で
の
煮
豆
は
昆
布
と
大
豆
の
煮
豆
に
し
て
み
ま
し
た
。

②　

平　
（
山
芋
・
し
い
た
け
・
串
貝
・
わ
ら
び
・
皮
ご
ぼ
う
）

現
在
の
奥
会
津
周
辺
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
お
平
と
同
じ
で
す
。
花
鰹
で
だ
し
汁
を
作
り
ま
す
。

山
芋
の
髭
根
は
、
藁
を
燃
や
し
た
火
に
あ
ぶ
り
取
り
除
き
、
三
セ
ン
チ
位
の
輪
切
り
に
し
ま
す
。

串
貝
は
、
あ
わ
び
を
細
長
く
切
り
、
串
に
刺
し
て
干
し
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
は
保
存
方
法

も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
て
加
工
し
た
鮑
は
日
本
海
か
ら
入
荷
し
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
以
降
に
な
る
と
串
貝
と
し
て
の
加
工
品
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

串
貝
〈
干
し
貝
代
用
〉
は
水
に
浸
し
て
や
わ
ら
か
く
戻
し
て
か
ら
、
別
鍋
で
だ
し
汁
と
醤
油
で

奈良漬け生豆腐　くずため

煮大豆南良茶づけ
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さ
っ
と
煮
ま
す
。
皮
ご
ぼ
う
は
、
太
い
ご
ぼ
う
を
三
セ
ン
チ
程
度
の
長
さ
に
切
り
、
湯

煮
し
て
か
ら
芯
を
残
し
て
外
皮
の
部
分
を
く
る
り
と
む
き
、食
べ
や
す
い
幅
に
切
り（
短

冊
切
り
）
ま
す
。
干
し
椎
茸
は
水
で
一
晩
も
ど
し
て
か
ら
適
切
り
し
ま
す
。

た
れ
味
噌
と
は
、
味
噌
一
升
に
水
三
升
を
併
せ
て
布
袋
に
い
れ
、
つ
る
し
、
し
た
た

る
液
の
こ
と
で
す
。

塩
漬
け
わ
ら
び
は
、
銅
鍋
で
色
出
し
し
て
か
ら
さ
っ
と
湯
が
い
て
三
セ
ン
チ
に
切
り

ま
す
。
鍋
に
だ
し
汁
を
入
れ
山
芋
と
椎
茸
、
皮
ご
ぼ
う
を
加
え
て
軟
ら
か
く
煮
、
た
れ

味
噌
と
酒
、
み
り
ん
で
味
を
と
と
の
え
ま
す
。
平
椀
に
向
こ
う
か
ら
山
芋
、
椎
茸
、
皮

ご
ぼ
う
、
手
前
に
串
貝
、
わ
ら
び
と
盛
り
付
け
ま
す
。

③　

汁　
（
潮
汁
仕
立
て
）　
（
鯛
・
青
菜
）

日
本
海
か
ら
入
荷
し
た
塩
鯛
で
し
ょ
う
か
。
鯛
の
ア
ラ
で
だ
し
汁
を
作
り
、
そ
ぎ
き

り
し
た
鯛
の
切
り
身
を
入
れ
塩
、
醤
油
で
味
を
調
え
ま
す
。
青
菜
は
茹
で
、
三
セ
ン
チ

に
切
り
、
椀
に
盛
り
付
け
ま
す
。
あ
え
て
川
魚
を
使
わ
な
か
っ
た
の
も
大
内
宿
や
田
島

宿
で
の
好
ま
し
く
な
い
情
報
を
得
て
い
た
も
の
と
窺
う
事
が
出
来
ま
す
。

④　

飯　

白
飯
に
し
ま
し
た
。

●　

五
月
二
十
一
日　

翌
日　

朝
食
膳　

①　

梅
湯

出
か
け
る
時
に
は
、
必
ず
梅
湯
を
飲
ん
で
旅
の
無
事
を
祈
る
事
は
、
現
在
で
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。梅
漬
け
し
た
梅
を
刻
ん
で
ふ
た
つ
き
茶
碗
に
入
れ
て
熱
湯
を
注
ぎ
ま
す
。

●　

御　

本　

膳

②　

手
塩　

香
の
物

こ
こ
で
は
人
参
と
ウ
リ
の
糀
漬
け
に
し
て
み
ま
し
た
。

③　

汁
（
味
噌
仕
立
て
）　
（
焼
き
豆
腐
・
ぜ
ん
ま
い
）

鍋
に
花
鰹
の
だ
し
汁
を
入
れ
サ
イ
コ
ロ
切
り
し
た
焼
き
豆
腐
と
下
ご
し
ら
え
し
た
ぜ

ん
ま
い
を
三
セ
ン
チ
に
切
り
鍋
に
入
れ
一
煮
立
ち
さ
せ
、
た
れ
味
噌
と
味
噌
で
味
を
と

と
の
え
ま
す
。

④　

飯

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
白
飯
で
し
ょ
う
。

⑤　

平　
（
焼
き
ひ
た
し
か
煮
び
た
し
か
不
明
）　
（
鮒
・
青
山
椒
）

平　（山芋・しいたけ・串貝・わらび・皮ごぼう）

煮大豆

かうのもの（香の物）

汁（潮汁仕立て）（鯛・青菜）飯
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梅湯汁（焼き豆腐・ぜんまい）

手塩　香の物平（鮒・青山椒）

鯉
（
鮒
の
代
用
）
は
、
三
枚
に
お
ろ
し
て
か
ら
、
内
蔵
を
と
り
よ
く
水
洗
い
し
、
半
日
～
一
日

位
天
日
に
干
し
て
か
ら
、ご
ま
油
で
か
ら
揚
げ
に
し
て
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
油
抜
き
を
し
て
か
ら
、

ひ
た
ひ
た
の
水
を
入
れ
て
み
り
ん
、
酒
、
醤
油
を
合
わ
せ
た
調
味
液
を
少
し
ず
つ
入
れ
て
煮
含
め

ま
す
。
最
後
に
鯉
の
臭
み
を
と
る
た
め
に
た
れ
味
噌
を
少
し
加
え
て
煮
含
め
ま
し
た
。
盛
り
つ
け

時
に
青
山
椒
を
き
ざ
ん
で
ふ
り
か
け
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
が
、
川
口
様
は
お
酒
を
召
し
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
家
臣
の
者
達
に
は
夕
食
の
時
に
、
お
茶
と
称
し
て
湯
飲
み
茶
碗
に
お
酒
を
つ
け
る
よ
う
に
申

し
請
け
ま
し
た
の
で
そ
の
よ
う
に
取
り
計
ら
い
、
肴
は
お
付
け
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

四
．
復
元
料
理
を
終
え
て

奥
会
津
地
方
の
町
村
史
を
み
ま
す
と
江
戸
時
代
の
食
に
つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
の
巡
見
使
に
随

行
し
た
古
川
古
松
軒
の
『
東
遊
日
記
』
に
記
し
て
あ
る
「
飽
き
し
も
の　

か
じ
か
、
あ
か
は
ら
、

ま
て
こ
、
は
や
、
山
坂
、
た
ま
ご
、
わ
ら
び
、
ど
ぶ
ろ
く
」
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、こ
の
時
の
見
聞
が
当
時
の
食
の
形
態
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
白
河
藩
で
の
食
事
も
会
津
藩
で
の
食
事
も
大
差
な
く
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
内
容
で
し

た
が
、
な
ぜ
か
会
津
見
聞
に
対
し
て
は
批
判
的
で
す
。
前
述
し
ま
し
た
が
、
古
川
古
松
軒
は
、
巡

見
後
、
白
河
藩
主
で
老
中
の
松
平
定
信
に
『
東
遊
雑
記
』
を
献
上
し
て
い
ま
す
か
ら
な
お
さ
ら
比

較
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
山
菜
と
川
魚
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
す
が
、
こ
の
時
代
に
あ
わ
び
や
鯛
を
使
用
し
、
さ
ら
に
、
当
時
江
戸
で
流
行
し
て
い
た
奈
良

茶
飯
も
お
出
し
し
て
、
飢
饉
直
後
と
は
い
え
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
を
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
の
復
元
料
理
は
、
三
本
陣
の
料
理
（
天
明
八
年
巡
見
使
接
待
膳
一
覧
参
照
）
の
中
で

際
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
じ
川
口
様
御
本
陣
の
中
で
も
、
川
口
様
と
そ
の
ほ
か
上
層
部
数

名
が
召
し
上
が
っ
た
料
理
で
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

当
時
の
巡
見
使
一
行
の
お
膳
や
主
な
食
器
類
は
、
持
ち
周
り
で
翌
々
日
の
宿
に
届
け
ら
れ
て
い

よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
本
名
信
一
家
の
食
器
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
ら
び

や
ぜ
ん
ま
い
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
足

久
保
の
お
茶
は
事
務
局
よ
り
お
と
り
よ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
に
近
い
料
理
が
復
元
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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【別表】　天明８年巡見使の３本陣の接待膳一覧

本　　陣 藤沢様御一行
渡部理兵衛宅

川口様御一行
惣助宅

三枝様御一行
田中幸八宅

料理担当

渡邊愿綱（料理頭）
中向源助
下町惣助
大石伝八

沼沢玄純（料理頭）
野尻小左衛門
大栗山和助
中津川孫太郎

松山理右衛門（料理頭）
本名村市左衛門
中津川権次

5 月 20 日
中　　飯

〇３ヶ所３品
一汁一菜の他
奈良茶付け

〇布沢より早く到着する
ので中飯
奈良茶付け
手塩：奈良漬け
手塩：煮豆
平椀：豆腐くず留

〇他に山芋・豆腐くわい
の３品、こくしょうで平
椀・飯は蓋つき碗
奈良茶付け

5 月 20 日
夕  食  膳

平椀：大鮒のこくしょう
手塩：奈良漬け
手塩：煮豆
小豆粥
〇御次～下部
平椀：まるたこくしょう
手塩：奈良漬
手塩：煮豆
食後お菓子３００文

平椀
上　：大汁・わらび
お次：鮒こくしょう
下部：川才すりみ
　　　こくしょう
大汁：豆腐・鱒
漬物・煮豆
平椀：山芋・串貝・蕨
　　　椎茸
汁     ：鯛のうしお汁

〇上から下部まで
平椀：大鮒こくしょう
大汁：ゆわな・わらび
手塩 : 奈良漬け
※大鮒は、下役人に見せ
た後、夜の酒の肴にお吸
い物にしてお出しした。

5 月 21 日
朝  食  膳

上下同じ
平椀：ゆわな・しいたけ
大汁：かじか・薇
手塩：たくあん
手塩：煮豆

上から下まで
平椀：八杯豆腐くず留

すり生姜
大汁：わらび
平椀：鮒・山椒
汁　：焼き豆腐・薇

平椀：山芋・茸の煮物
大汁：どじょう汁
手塩：奈良づけ

※「川口様御宿品々御書上控」及び『三島町史』第三巻〈資料編二 近世〉「第２節巡見使」８４頁～１１０頁を参考に作成
※ 赤字は「川口様御宿品々御書上控」を基に再現した料理
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天
明
八
年
巡
見
使
饗
応
料
理
史
料

　
　
川
口
様
御
宿
品
々
御
書
上
控
（
個
人
蔵
）

申
五
月
廿
日
晩
御
泊
り

　
　

献
立

一
熨
斗　
　
　
　
　

三
方

　
　

御
茶　

 

あ
し
久
保

　
　

御
菓
子　
　

個
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
へ
ひ

　
　
　
　
　
　
　

松
風

　
　
　
　
　
　
　

飛
蝶

　
　
　
　
　
　
　

か
た
桜

　
　

御
中
飯

　

御
茶
附

手
塩　

な
ら
つ
け　

煮
大
豆

　
　
　
　
　
　
　

南
良
茶
碗

平 

生
と
う
ふ

　

 

く
す
ニ
而

　

御
本
膳

小
皿　

か
う
ノ
物

煮
大
豆
　
　

汁

　
　
　
　

山
い
も

平　
　
　

串
か
い

　
　
　
　

皮
牛
蒡

鯛青
菜

し
ひ
茸

わ
ら
ひ　

御
飯

翌
朝

　

梅
湯

御
本
膳

手
塩　

香
ノ
も
の　

汁

平
　

〆右
之
通
ニ
而
相
済
申
候
尤
酒
者

一
向
不
被
召
上
以
之
外
厳
敷
被

仰
付
ニ
付
下
々
江
ハ
夕
飯
之
時
ち
や
椀
ニ
而

ち
や
と
申
而
出
申
候
へ
ハ
肴
ハ
一
向
入
不
申
候

御
賄
方
へ
ハ
出
申
候

焼
と
う
ふ

せ
ん
ま
い

鮒青
山
し
や
う
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旧
領
主
仙
台（
旧
川
口
）山
内
家
饗
応
料
理
に
つ
い
て
　
解
説

福
島
の
食
文
化
研
究
家　

平
出
美
穂
子

一
．
本
膳
料
理
に
つ
い
て

本
膳
料
理
に
は
、
本
膳
（
一
の
膳
と
は
言
わ
な
い
）、
二
の
膳
、
三
の
膳
、
四
の
膳
、
五
の
膳

ま
で
あ
り
、
一
汁
三
菜
か
ら
始
ま
り
三
汁
十
五
菜
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
饗
応
料
理
は
四

月
十
七
日
が
本
膳
料
理
の
二
汁
五
菜
に
中
酒
の
お
も
て
な
し
料
理
が
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
四
月

十
八
日
の
朝
食
も
二
汁
五
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
膳
料
理
の
い
た
だ
き
方
は
、
は
じ
め
に

お
椀
に
盛
り
付
け
た
ご
飯
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
時
に
は
本
膳
の
お
菜
を
い
た
だ
き
、
二
杯

目
の
ご
飯
を
い
た
だ
く
と
き
に
は
二
の
膳
の
お
菜
を
い
た
だ
き
、
三
杯
目
の
ご
飯
を
い
た
だ
く
と

き
に
は
脇
膳
の
お
菜
で
い
た
だ
く
こ
と
が
一
般
に
伝
わ
っ
て
い
る
い
た
だ
き
方
で
す
。

ま
ず
、
本
膳
の
汁
（
料
理
と
し
て
の
御
汁
と
お
吸
い
物
の
違
い
は
、
御
汁
は
、
飯
に
添
え
る
副

菜
な
の
で
濃
い
め
に
味
付
け
し
、お
吸
い
物
は
酒
に
あ
う
よ
う
に
薄
味
に
し
ま
す
）
を
い
た
だ
き
、

ご
飯
を
い
た
だ
き
、
次
い
で
汁
を
い
た
だ
き
、
ご
飯
を
い
た
だ
い
て
か
ら
鱠
を
い
た
だ
き
ま
す
。

次
い
で
ご
飯
、
鱠
、
ご
飯
で
、
煮
物
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
飯
、
煮
物
と
い
た
だ
き
、
菜
か
ら
菜

へ
は
箸
は
移
さ
ず
、
必
ず
ご
飯
か
ら
汁
、
ご
飯
か
ら
菜
と
箸
を
す
す
め
ま
す
。

二
の
膳
の
い
た
だ
き
方
は
、
お
か
わ
り
し
た
ご
飯
を
一
口
い
た
だ
い
て
か
ら
二
の
膳
の
汁
を
い

た
だ
き
、
ご
飯
、
汁
、
ご
飯
か
ら
平
皿
（
壺
）、
ご
飯
、
平
皿
、
ご
飯
、
次
い
で
猪
口
と
い
た
だ

き
ま
す
。
次
い
で
，
略
式
で
す
が
、
引
き
替
と
い
っ
て
一
の
膳
に
給
仕
に
よ
り
通
い
盆
で
お
平
が

持
ち
運
ば
れ
る
の
で
こ
れ
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
う
し
て
飯
を
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち
に
薦
め
ら

れ
る
の
が
、
中
酒
で
、
中
酒
を
飲
む
時
に
い
た
だ
く
酒
の
肴
を
中
酒
肴
と
い
い
ま
す
。
吸
い
物
と

中
皿
肴
と
猪
口
肴
の
三
種
が
中
酒
肴
で
す
。

最
後
に
は
後
段
と
言
っ
て
蕎
麦
な
ど
が
供
さ
れ
そ
の
後
、
水
物
と
い
っ
て
果
物
や
お
菓
子
が
運

ば
れ
ま
す
。

二
．
復
元
料
理
の
解
説

　

本
来
こ
の
料
理
は
旧
暦
四
月
十
七
日
・
十
八
日
の
料
理
で
す
が
、
復
元
し
た
時
期
が
十
一
月

上
旬
で
あ
っ
た
た
め
に
、
う
こ
ぎ
や
、
ク
コ
な
ど
が
手
に
入
ら
ず
、
昭
和
村
産
の
野
菜
で
代
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
調
味
料
に
つ
い
て
は
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
、
た
れ
味
噌
と
い
っ
て
味
噌
一
升
に
対
し

四月十七日　御盃

て
三
倍
の
水
を
入
れ
て
布
袋
に
混
ぜ
合
わ
せ
上
か
ら
吊
し
し
た
た
る
液
を
用
い
、
こ
の
液
と
花
鰹

の
だ
し
汁
を
合
わ
せ
て
吸
い
物
や
煮
物
用
と
し
、
味
噌
を
加
え
て
汁
も
の
と
し
醤
油
は
使
用
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
１
）
四
月
十
七
日

●　

お
手
付
熨
斗　

三
方　

お
茶
・
お
菓
子
は
省
略

●　

御
盃

　

 

こ
の
料
理
は
今
風
に
言
え
ば
前
菜
の
よ
う
な
も
の
で
、
現
在
、
結
婚
式
場
で
披
露
宴
が
始
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ま
る
前
の
お
酒
の
つ
ま
み
で
料
理
を
軽
く
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
料
理
と
言
え

ま
す
。

①　

御
吸
い
物
（
か
も
・
わ
ら
び
・
葉
山
椒
）

肉
食
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に
は
、
家
畜
や
鶏
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
か
も
・

き
じ
・
山
鳥
・
う
さ
ぎ
な
ど
は
食
べ
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
花
鰹
と
か
も
肉
の
だ
し
汁

に
た
れ
味
噌
で
調
味
し
、
塩
抜
き
し
た
わ
ら
び
と
山
椒
の
葉
を
盛
り
付
け
ま
し
た
。
葉
山
椒
は
、

摘
ん
だ
葉
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
す
。

②　

御
さ
か
な

一
人
前
ず
つ
で
な
く
八
寸
（
二
十
四
セ
ン
チ
位
）
皿
や
大
き
な
鉢
に
盛
り
付
け
て
そ
こ
か
ら
各

自
、
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
巻
き
す
る
め

こ
の
料
理
は
室
町
時
代
か
ら
あ
る
古
い
料
理
で
す
。
当
時
、
す
る
め
は
、
長
崎
県
の
五
島
列
島

産
の
最
高
級
（
ご
献
上
品
）
す
る
め
が
北
前
船
よ
り
会
津
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

会
津
の
婚
礼
膳
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
す
る
め
の
足
を
取
り
、そ
れ
を
芯
に
し
て
身
で
硬
く
巻
き
、

さ
ら
に
藁
で
硬
く
巻
い
て
半
日
く
ら
い
に
茹
で
て
冷
ま
し
て
か
ら
薄
く
輪
切
り
に
し
ま
す
。
味
付

け
は
何
も
し
ま
せ
ん
。

・
揚
げ
玉
子

現
在
の
厚
焼
き
玉
子
の
こ
と
で
す
。
玉
子
を
溶
き
ほ
ぐ
し
、
酒
、
だ
し
汁
・
塩
を
入
れ
て
薄
焼

き
し
な
が
ら
巻
い
て
焼
い
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
厚
焼
き
玉
子
は
、
魚
の
す
り
身
を
入
れ
た

卵
焼
き
を
言
い
ま
す
。

・
砂
鉢
の
う
こ
ぎ
の
浸
し
物

う
こ
ぎ
は
、
飢
饉
対
策
に
も
な
る
た
め
会
津
地
方
で
は
主
に
垣
根
と
し
て
、
家
の
周
辺
に
植
え

ま
し
た
。
春
の
山
菜
の
一
つ
で
、
茹
で
て
ケ
シ
の
実
で
和
え
ま
す
。
う
こ
ぎ
ご
飯
に
し
て
も
食
べ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
み
つ
ば
の
胡
麻
あ
え
で
代
用
し
ま
し
た
。
味
付
け
は
た
れ
味
噌
で
す
。

●　

本
膳

江
戸
時
代
の
武
家
料
理
の
基
本
で
、
接
待
膳
、
冠
婚
葬
祭
膳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
最
初
に
出
さ
れ
る
膳
を
一
の
膳
と
い
わ
ず
本
膳
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
本
膳
の
配
置
ど
お
り
に
記
さ
れ
、
鱠
・
煮
物
に
ご
飯
と
汁
物
が
食
さ
れ
ま
し
た
。

①　

鱠
（
な
ま
す
）　
（
小
魚
・
う
ど
・
し
し
茸
・
三
つ
葉
・
栗
・
生
姜
・
け
ん
）

江
戸
時
代
に
は
、
や
や
深
め
の
中
皿
で
中
央
が
山
の
よ
う
に
や
や
高
く
な
っ
た
鱠
皿
に
盛
り
付

け
ま
し
た
。
小
魚
は
鮒
を
用
い
、
糸
鱠
と
い
っ
て
三
枚
に
下
ろ
し
て
か
ら
細
く
切
り
、
酒
び
て
と

言
っ
て
だ
し
汁
・
酒
・
塩
の
混
ぜ
た
液
に
浸
し
て
お
き
ま
す
。
う
ど
は
線
切
り
に
し
ま
す
。
乾
燥

し
し
た
け
は
、
水
に
入
れ
沸
騰
寸
前
で
火
を
と
め
、
清
水
に
な
る
ま
で
水
を
と
り
か
え
て
か
ら
み

り
ん
・
塩
・
酒
で
下
味
を
つ
け
ま
す
。
み
つ
ば
は
、
さ
っ
と
ゆ
が
い
て
切
り
ま
す
。
生
栗
と
し
ょ

う
が
は
繊
切
り
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
水
切
り
し
て
か
ら
、
煎
り
酒
（
古
酒
一
升
に
梅
干
し
二
十

個
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
漉
し
た
も
の
）
で
和
え
て
盛
り
付
け
ま
す
。
現
在
の
刺
身
の
つ
ま
や
け

ん
を
一
緒
に
和
え
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
本
来
生
栗
は
鱠
用
の
生
の
貝
類
の
毒
消
し
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
鱠
用
の
魚
介
類
で
あ
れ
ば
栗
と
生
姜
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

②　

壺　
（
ご
ぼ
う
・
た
け
の
こ
・
う
ど
・
く
ず
留
）

ご
ぼ
う
は
三
セ
ン
チ
位
の
長
さ
に
切
り
、
米
の
と
ぎ
汁
で
煮
て
か
ら
水
3
：
み
り
ん
4
：
た
れ

味
噌
3
の
割
合
で
煮
て
汁
が
半
分
に
な
っ
た
ら
、
や
や
強
め
に
水
溶
き
し
た
く
ず
粉
を
回
し
入
れ

一
煮
た
ち
さ
せ
ま
す
。
竹
の
子（
根
ま
が
り
た
け
）と
う
ど
は
花
鰹
の
だ
し
汁
と
た
れ
味
噌
で
別
々

に
味
付
け
し
ま
す
。
平
椀
に
盛
り
付
け
、
そ
の
上
か
ら
ご
ぼ
う
の
く
ず
あ
ん
を
か
け
ま
す
。
ご
ぼ

巻きするめ ・揚げ玉子 

御吸い物（かも・わらび・葉山椒） 砂鉢　うこぎの浸し物
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う
の
葛
留
も
江
戸
料
理
書
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

③　

ご
飯

糧
の
入
ら
な
い
米
だ
け
の
白
飯
で
す
。

④　

御
汁　
（
鰍
・
焼
き
豆
腐
・
わ
ら
び
・
だ
し
汁
・
味
噌
）

鰍
（
か
じ
か
）
は
、美
味
し
い
だ
し
が
出
る
の
で
、細
か
く
刻
ん
で
か
ら
す
り
鉢
で
摺
り
つ
ぶ
し
、

豆
腐
、
く
ず
粉
を
入
れ
て
つ
み
れ
に
し
ま
す
。
焼
き
豆
腐
と
わ
ら
び
は
適
切
り
し
、
だ
し
汁
に
鰍

の
つ
み
れ
を
入
れ
、
少
し
煮
込
ん
で
か
ら
焼
き
豆
腐
、
わ
ら
び
を
い
れ
、
味
噌
仕
立
て
に
し
ま
す
。

●　

二
の
膳

二
の
膳
は
本
膳
よ
り
一
回
り
小
さ
な
お
膳
で
す
。
本
膳
の
右
側
に
置
か
れ
ま
す
。

⑤　

猪
口
（
う
ど
の
胡
麻
あ
え
）

う
ど
は
皮
を
む
き
三
セ
ン
チ
の
長
さ
の
短
冊
切
に
し
、だ
し
汁
で
軟
ら
か
く
煮
ま
す
。
胡
麻
は
、

ご飯 

御汁　（鰍・焼き豆腐・わらび・だし汁・味噌） 

鱠（なます）　（小魚・うど・しし茸・三つ葉・栗・
生姜・けん）

壺　（ごぼう・たけのこ・うど・くず留） 

四月十七日　本膳

す
り
ご
ま
に
し
て
か
ら
み
り
ん
と
味
噌
と
た
れ
味
噌
を
摺
り
あ
わ
せ
て
和
え
ま
す
。

⑥　

手
塩
（
か
う
の
物　

か
ら
し
）

手
塩
と
は
手
塩
皿
の
こ
と
で
す
。
室
町
時
代
に
は
、
本
膳
の
中
央
左
縁
に
手
に
乗
る
く
ら
い
の
小

さ
な
皿
に
塩
を
盛
り
付
け
、
料
理
を
食
べ
て
む
せ
っ
た
り
、
の
ど
が
つ
ま
っ
た
り
し
た
時
に
さ
っ

と
塩
を
な
め
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
手
塩
皿
と
い
い
ま
す
。現
在
の
こ
づ
ゆ
椀
の
大
き
さ
で
す
。

ま
た
、
漬
け
物
は
、
味
噌
の
香
り
や
酒
粕
の
香
り
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら
香
り
物
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
奇
数
で
数
品
を
盛
り
付
け
ま
す
。
こ
こ
で
は
小
菊
南
瓜
の
奈
良
漬
け
・
人
参
と
青
菜
の
味
噌
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漬
け
し
た
も
の
を
辛
子
和
え
に
し
て
盛
り
付
け
ま
し
た
。

●　

御
汁

　

通
常
の
二
の
膳
は
、
す
ま
し
仕
立
て
の
醤
油
味
の
吸
い
物
で
す
が
こ
こ
で
は
味
噌
仕
立
て
で

す
。
鴨
肉
は
ロ
ー
ス
の
部
分
を
大
切
り
に
し
て
だ
し
汁
で
軟
ら
か
く
煮
ま
す
。
漬
け
し
め
じ
は
塩

出
し
し
て
か
ら
用
い
ま
す
。
皮
ご
ぼ
う
は
、
江
戸
時
代
多
く
使
わ
れ
た
食
べ
方
で
、
太
め
の
ご
ぼ

う
を
三
セ
ン
チ
に
筒
切
り
し
、
さ
っ
と
酢
を
入
れ
て
湯
煮
て
か
ら
縦
に
切
れ
目
を
入
れ
、
皮
を
む

き
取
り
、
こ
の
皮
を
短
冊
切
り
に
し
た
も
の
を
汁
の
中
に
入
れ
て
煮
ま
す
。
鴨
肉
・
し
め
じ
・
ご

ぼ
う
の
味
が
味
噌
に
融
合
し
て
風
味
豊
か
で
す
。

●　

引
而　
（
ひ
き
か
え
）　

平
（
椀
）

二
の
膳
の
料
理
が
食
べ
終
わ
る
頃
に
な
る
と
給
仕
が
お
盆
に
の
せ
て
平
椀
を
運
び
一
の
膳
な
ど

の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

こ
の
引
き
替
え
料
理
は
お
頭
つ
き
で
お
平
椀
に
盛
り
付
け
さ
れ
ま
す
が
、
奥
会
津
地
方
で
は
こ

の
料
理
自
体
を
「
ひ
っ
け
い
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
引
き
替
え
が
由
来
と
思
わ

れ
ま
す
。

ま
ず
、
焼
き
干
し
し
た
イ
ワ
ナ
で
出
汁
を
と
り
、
い
っ
た
ん
イ
ワ
ナ
は
引
き
揚
げ
て
、
こ
の
だ

し
汁
に
竹
の
子
を
入
れ
て
時
間
を
か
け
て
含
め
煮
し
、
イ
ワ
ナ
を
再
び
入
れ
て
最
後
に
味
噌
で
仕

上
げ
ま
す
。
茹
で
た
青
菜
を
添
え
ま
す
。

●　

御
さ
か
づ
き

四月十七日　二の膳

御汁 （かも・しめじ・ごぼう）

引而　平（イワナ・竹の子） 

猪口（うどの胡麻あえ） 

手塩（かうの物　からし） 
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ま
だ
ま
だ
宴
が
つ
づ
き
ま
す
。
お
吸
い
物
が
出
て
か
ら
は
、
銘
々
膳
で
な
く
な
り
八
寸
皿
や

砂
鉢
に
人
数
分
盛
り
付
け
て
運
ば
れ
ま
す
。

①　

御
吸
い
物
（
ひ
し
ぎ
玉
子
・
う
ど
・
青
山
椒
）

ひ
し
ぎ
玉
子
は
、
ゆ
で
玉
子
を
熱
い
う
ち
に
皮
を
む
き
ま
な
板
と
ま
な
板
に
は
さ
ん
で
ひ
し

ぎ
（
お
し
つ
ぶ
し
）
ま
す
。
う
ど
は
皮
を
む
き
三
セ
ン
チ
に
切
っ
て
丸
煮
に
し
ま
す
。
青
山
椒

と
は
塩
2
：
水
4
で
沸
騰
さ
せ
冷
ま
し
た
中
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
で
す
。
使
う
時
は
塩
出
し
し

て
使
い
ま
す
。
花
鰹
で
だ
し
を
と
り
、た
れ
味
噌
で
味
を
調
え
ま
す
。
吸
い
物
椀
に
ひ
し
ぎ
玉
子
・

う
ど
の
白
煮
を
い
れ
汁
を
そ
そ
ぎ
、
青
山
椒
を
添
え
ま
す
。

ち
な
み
に
、
秋
の
お
吸
い
物
の
時
に
は
、
ひ
し
ぎ
玉
子
を
中
央
か
ら
一
セ
ン
チ
位
の
長
さ
の
五

ミ
リ
間
隔
で
切
れ
目
を
入
れ
最
後
に
二
つ
割
に
し
て
菊
の
花
の
形
に
し
て
盛
り
付
け
た
り
し
ま
す
。

②　

御
肴
（
八
寸　

巻
き
イ
カ
）

巻
き
す
る
め
と
同
じ
で
す
。
八
寸
皿
に
盛
り
付
け
て
そ
こ
か
ら
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③　

小
魚
（
焼
き
ひ
た
し
）

小
魚
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
鮠
（
ハ
ヤ
）
を
用
い
ま
し
た
。
鮠
の
焼
き
干
し
し
た
も
の
を
煮

崩
れ
し
な
い
よ
う
に
一
匹
ず
つ
昆
布

に
包
ん
で
か
ら
鍋
に
入
れ
、
ひ
た
ひ

た
の
だ
し
汁
に
み
り
ん
・
煎
り
酒
・

酒
を
適
量
あ
わ
せ
て
沸
騰
さ
せ
、
弱

火
に
し
て
煮
汁
が
半
分
に
成
る
ま
で

煮
詰
め
ま
す
。
盛
り
付
け
る
と
き
は

昆
布
を
は
ず
し
て
、
残
り
の
煮
汁
を

か
け
ま
す
。

④　

浸
し
物
（
く
こ
・
け
し
）

江
戸
時
代
に
は
、
薬
草
で
も
あ
る

く
こ
の
葉
を
用
い
て
浸
し
物
や
、
干

し
て
保
存
食
と
し
、
味
噌
汁
に
も
も

ち
い
た
よ
う
で
す
。
今
回
は
三
つ
葉

と
針
生
姜
で
代
用
し
ま
し
た
。

●　

御
夜
食

①　

蕎
麦

当
時
の
会
津
地
方
で
は
、
蕎
麦
米

を
日
常
食
（
ケ
の
食
）
と
し
て
、
そ
ば
粉
に
し
て
食
べ
る
事
は
、
粉
に
す
る
と
量
（
か
さ
）
が
減

り
、
余
計
に
食
べ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
御
法
度
と
さ
れ
、
特
別
の
食
（
ハ
レ
の
食
）
に
だ
け
食

べ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
当
時
の
つ
け
汁
は
、
醤
油
で
な
く
味
噌
だ
れ
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
薬
味
と
し
て
は
葱
や
梅
干
し
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
ご
用
意
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
は
、
お
召
し
上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

②　

だ
ん
ご　
　

こ
し
あ
づ
き

だ
ん
ご
は
、
米
粉
で
作
り
ま
し
た
。
こ
し
あ
ん
は
、
砂
糖
は
入
れ
ず
、
塩
味
に
し
て
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
会
津
身
知
ら
ず
柿
の
皮
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
に
し
た
も
の
を
砂
糖
の
変
わ
り
と
し

て
ゆ
べ
し
や
き
な
こ
に
ま
ぜ
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
餡
に
柿
の
皮
粉
が
入
っ
て
い
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

③　

手
塩　
　
　

摺
り
大
根

だ
ん
ご
を
食
べ
た
後
、
消
化
吸
収
効
果
の
あ
る
大
根
お
ろ
し
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
十
八
日　

朝
御
膳

●　

本
膳

四月十七日　御さかづき

御吸い物（ひしぎ玉子・うど・青
山椒）

御肴（八寸　巻きイカ）

小魚（焼きひたし）

浸し物（くこ・けし）
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①　

鱠
（
や
ま
べ
・
う
ど
・
し
し
た
け
・
青
味
）

ヤ
マ
メ
は
三
枚
に
お
ろ
し
て
か
ら
皮
を
は
ぎ
、
振
り
塩
を
し
て
昆
布
に
は
さ
み
、
三
時
間
ほ
ど

し
て
か
ら
取
り
出
し
繊
切
り
に
し
て
酢
洗
い
し
ま
す
。
う
ど
は
三
セ
ン
チ
ほ
ど
に
切
り
か
つ
ら
む

き
に
し
て
か
ら
斜
め
に
切
っ
て
よ
り
う
ど
に
し
ま
す
。
し
し
た
け
は
前
回
同
様
に
し
ま
す
。
青
み

は
三
つ
葉
を
さ
っ
と
湯
が
い
て
三
セ
ン
チ
に
切
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
布
巾
に
つ
つ
ん
で
水
分
を

と
っ
て
か
ら
煎
り
酒
で
和
え
ま
す
。

②　

平
（
椀
）（
大
和
芋
・
中
魚
・
ま
い
た
け
）

大
和
芋
は
皮
を
む
か
ず
、
髭
根
は
あ
ぶ
っ
て
取
り
除
き
二
セ
ン
チ
位
の
筒
切
り
に
し
ま
す
。
鍋

に
花
鰹
の
だ
し
汁
と
焼
き
干
し
し
た
鮠
を
い
れ
一
煮
た
ち
さ
せ
、
鮠
は
い
ち
ど
引
き
揚
げ
て
、
舞

茸
と
大
和
芋
を
い
れ
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
鮠
を
も
ど
し
入
れ
、
酒
・
み
り
ん
・
た
れ
味
噌
で
味

つ
け
を
し
ま
す
。
平
椀
に
、
奥
に
大
和
芋
、
舞
茸
、
手
前
に
鮠
を
盛
り
付
け
ま
す
。
舞
茸
は
、
舞

い
上
が
る
と
し
て
縁
起
の
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

③　

冷
汁
（
く
り
・
み
ょ
う
が
・
く
る
み
・
の
り
）

冷
や
汁
は
ひ
や
し
汁
と
も
い
わ
れ
冷
た
く
冷
や
し
た
味
噌
汁
で
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
書

か
れ
た
「
厨
事
類
記
」
に
も
記
載
さ
れ
た
古
く
か
ら
の
汁
物
で
す
。
山
形
県
の
冷
や
汁
と
は
、
材

料
が
異
な
り
ま
す
が
郷
土
料
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

栗
は
土
埋
め
の
も
の
は
渋
皮
を
む
い
て
、
か
ち
栗
の
場
合
は
も
ど
し
て
か
ら
柔
ら
か
く
煮
て
お

き
ま
す
。
み
ょ
う
が
は
、
小
口
切
り
に
し
ま
す
。
魚
肉
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
昆
布
の
だ
し

汁
に
た
れ
味
噌
・
味
噌
を
加
え
た
冷
た
い
汁

を
、
摺
っ
た
ク
ル
ミ
の
中
に
す
こ
し
ず
つ
流

し
入
れ
コ
ク
の
あ
る
冷
や
し
汁
を
つ
く
り
ま

す
。
お
椀
に
栗
を
入
れ
、
ク
ル
ミ
入
り
の
冷

や
汁
を
注
ぎ
入
れ
、
み
ょ
う
が
と
繊
き
り
し

た
の
り
を
散
ら
し
入
れ
ま
す
。

④　

御
飯

 

糧
の
入
ら
な
い
白
飯
で
す
。

●　

二
の
膳

①　

手
塩
（
か
う
の
も
の　

か
ら
し
）

瓜
の
辛
子
漬
け
と
人
参
の
味
噌
漬
け
と
会

津
丸
な
す
の
奈
良
漬
け
に
し
て
み
ま
し
た
。

②　

猪
口
（
ぜ
ん
ま
い
・
白
和
え
）

会
津
地
方
の
ぜ
ん
ま
い
は
江
戸
時
代
、
重

蕎麦

だんご　こしあづき　　手塩　摺り大根

十八日　朝御膳　本膳

鱠（やまべ・うど・ししたけ・青味）

平（椀）（大和芋・中魚・まいたけ）

冷汁（くり・みょうが・くるみ・のり）

御飯
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要
な
換
金
物
で
し
た
。
冠
婚
葬
祭
膳
に
は
ぜ
ん
ま
い
の
白
和
え
が
多
く
見
ら
れ
、
現
在
で
は
会

津
地
方
の
郷
土
料
理
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

干
し
ぜ
ん
ま
い
は
た
っ
ぷ
り
の
水
か
ら
煮
て
沸
騰
寸
前
で
火
を
止
め
、
水
が
き
れ
い
に
な
る

ま
で
流
し
水
に
し
ま
す
。
三
セ
ン
チ
位
に
切
っ
て
か
ら
ひ
た
ひ
た
の
水
に
た
れ
味
噌
・
酒
を
入

れ
下
味
を
つ
け
ま
す
。
豆
腐
を
か
た
く
絞
っ
て
か
ら
す
り
鉢
で
す
り
、
こ
の
中
に
く
る
み
を
入

れ
て
さ
ら
に
摺
り
、
最
後
に
味
噌
で
味
付
け
を
し
、
さ
ら
に
摺
り
合
わ
せ
て
か
ら
下
煮
し
た
ぜ

ん
ま
い
を
和
え
ま
す
。

③　

御
汁
（
生
豆
腐
・
中
魚
・
青
山
椒
）

中
魚
は
鮮
魚
の
ヤ
マ
メ
を
用
い
、
筒
切
り
に
し
ま
す
。
花
鰹
の
だ
し
汁
に
ヤ
マ
メ
を
入
れ
ア

ク
を
取
り
な
が
ら
火
を
通
し
、
次
い
で
豆
腐
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
で
ほ
ぼ
三
角
形
に
な
る
よ

う
に
削
り
切
り
し
、
た
れ
味
噌
で
味
付
け
を
し
ま
す
。
青
山
椒
は
前
回
同
様
、
塩
出
し
し
た
も

の
を
盛
り
付
け
ま
す
。

④　

引
而　

蓋
茶
碗
（
ふ
わ
ふ
わ
）

ふ
わ
ふ
わ
は
、
ふ
わ
ふ
わ
玉
子
か
、
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
ふ
わ
ふ

わ
玉
子
に
は
、
何
も
入
ら
な
い
茶
碗
蒸
し
の
よ
う
な
も
の
、
か
き
玉
汁
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
に
は
、

豆
腐
と
玉
子
を
摺
り
合
わ
せ
て
ふ
わ

ふ
わ
煮
に
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
玉
子

と
す
り
お
ろ
し
た
山
芋
を
合
わ
せ
た

中
に
沸
騰
し
た
だ
し
汁
を
い
れ
た
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

蓋
付
き
茶
碗
と
あ
る
の
で
、
玉
子
３
：

だ
し
汁
１
の
割
合
に
し
て
、
一
人
前

用
の
茶
碗
蒸
に
し
ま
し
た
。

●　

御
起
の
節　
　

御
肴

お
吸
い
物　
（
中
魚
・
う
ど
・
青
山

椒
：
省
略
）

（
３
）
十
七
日
夜　

御
盃
事
被　

　
　
　

遊
候
節

●　

御
さ
か
つ
き　
　

御
肴

手塩（かうのもの　からし）

猪口（ぜんまい・白和え）

御汁（生豆腐・中魚・青山椒）

引而　蓋茶碗（ふわふわ）

十八日　朝御膳　二の膳

こ
こ
で
は
田
夫
（
で
ん
ぶ
）（
料
理
を
の
せ
る
ち
ゃ
ぶ
台
）
に
大
皿
や
砂
鉢
に
盛
り
付
け
た
料

理
を
乗
せ
、
宴
会
の
中
央
に
設
置
し
て
こ
こ
か
ら
取
り
分
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①　

巻
き
い
か

巻
き
す
る
め
の
こ
と
で
す
。（
前
記
詳
細
あ
り
）

②　

ふ
わ
ふ
わ

砂
鉢
に
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
蒸
し
物
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
玉
子
と
同

量
の
豆
腐
を
よ
く
摺
り
合
わ
せ
火
に
か
け
沸
騰
し
た
ら
火
を
止
め
て
塩
胡
椒
味
に
し
て
み
ま
し
た
。

③　

浸
し
物

こ
こ
で
は
三
つ
葉
の
浸
し
物
に
す
り
胡
麻
を
か
け
て
み
ま
し
た
。

④　

う
ど
せ
ん
ば
ん

う
ど
を
荒
繊
切
り
に
し
て
え
ご
ま
油
で
炒
め
、
た
れ
味
噌
と
味
噌
で
味
付
け
を
し
ま
し
た
。
せ

ん
ば
ん
と
は
、稲
穂
を
脱
穀
す
る
時
に
使
う
千
歯
と
い
う
農
具
の
こ
と
で
す
。
こ
の
形
に
由
来
し
、

繊
切
り
よ
り
も
荒
く
、
短
冊
切
り
よ
り
も
細
か
い
切
り
方
で
す
。
こ
の
せ
ん
ば
ん
料
理
は
奥
会
津

地
方
の
金
山
町
と
昭
和
村
と
新
潟
県
阿
賀
川
（
元
会
津
藩
領
）
周
辺
に
み
ら
れ
る
料
理
で
す
。
西
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会
津
町
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
時
代
、
塩
の
買
い
出
し
に
金
山
町
水
沼
周
辺
か
ら

大
峠
を
越
え
て
行
き
ま
し
た
か
ら
そ
の
峠
を
は
さ
ん
だ
周
辺
の
料
理
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
．
復
元
料
理
を
終
え
て

こ
の
料
理
の
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
四
月
十
四
日
に
巡
見
使
の
野

尻
村
で
の
接
待
膳
で
は
鰹
の
刺
身
を
、
大
谷
村
で
は
塩
鯛
な
ど
が
馳
走
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
購
入

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
が
、
こ
の
た
び
は
、
ほ
と
ん
ど
地
元
の
食
材
で

賄
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
数
種
類
の
川
魚
を
調
理
方
法
に
変
化
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
地
元
の

食
材
を
使
っ
て
お
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
接
待
の
基
本
で
あ
る
こ
と
が
良
く
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
玉
子
に
し
て
も
、
揚
げ
玉
子
、
ひ
し
ぎ
玉
子
、
ふ
わ
ふ
わ
玉
子
な
ど
、
当
時
江
戸
で
も
て
は

や
さ
れ
た
料
理
も
馳
走
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
料
理
人
の
技
術
が
高
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
う
事

が
出
来
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
奥
会
津
地
方
の
郷
土
料
理
の
「
お
ひ
ら
」
や
「
ひ
っ
け
い
」
の
推
移
を
窺
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
本
膳
や
引
き
替
え
膳
や
二
の
膳
に
「
平
椀
」
盛
り
に
少
し
ず
つ
材
料

が
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
ら
が
合
わ
さ
り
五
品
、
七
品
と
多
く
な
り
盛
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
津
地
方
を
代
表
す
る
こ
づ
ゆ
の
推
移
と
よ
く
似
て
お
り
、
こ

づ
ゆ
も
初
め
は
材
料
が
三
品
位
ず
つ
、
ば
ら
ば
ら
で
一
の
こ
づ
ゆ
、
二
の
こ
づ
ゆ
と
言
っ
て
酒
の

肴
と
し
て
盛
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
こ
れ
ら
が
合
わ
さ
っ
て
一
つ
の
こ
づ
ゆ
椀
に

七
品
、
九
品
と
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
当
時
は
少
な
い
材
料
で
、
上
手
に
組
み

合
わ
せ
て
品
数
を
多
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
旬
の
山
菜
も
多
く
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
料
理
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
心
温
ま
り
、
優
れ
た
料
理
技
術
に
よ
る
接
待
膳
の
背
景
に
は
、
室
町
時
代
の
武
家
故
実

の
礼
法
者
の
小
笠
原
長
時
か
ら
伝
授
さ
れ
た
会
津
小
笠
原
流
礼
法
者
で
、
本
名
家
と
は
ゆ
か
り
の

あ
る
、
現
在
の
金
山
町
本
名
の
渡
邊
愿
網
氏
（
当
時
三
十
才
位
）
の
教
示
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
出
来
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
た
び
の
料
理
を
復
元
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
名
信
一
家

に
伝
わ
る
お
膳
及
び
器
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
鰍
（
カ
ジ
カ
）
や
ヤ
マ
メ
の
川
魚
や
山
菜
や
茸
類
は
、
昭
和
村
の
本
名
信
一
氏
と
只
見

町
の
吉
田
晃
男
氏
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
鰍
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
捕
獲
さ
れ
た
時

の
一
報
が
脳
裏
に
残
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
時
と
変
わ
ら
な
い
食

材
で
復
元
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

十七日夜　御盃

浸し物うどせんばん

巻きいか

ふわふわ

浸し物
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旧
領
主
仙
台
（
旧
川
口
）
山
内
家
饗
応
料
理
史
料

山
内
清
右
衛
門
様
御
品
々
覚
帳
（
個
人
蔵
）

明
和
八
年
卯
四
月
十
七
日
御
泊

御
献
立

御
手
附
熨
斗    　
　

 

三
方

　
　

御
茶

　

御
く
わ
し  

煮
ま
め

　
　

御
盃

御
吸
物

　

御
さ
か
な

　
　

八
寸

　
　
　
　
　

一　

巻
す
る
め

　
　

同

　
　
　
　
　

一　

揚
玉
子

　
　

砂
鉢

　
　
　
　
　

一　

浸
物

　

御
本
膳

　
　

鱠　
　
　
　
　
　
　

御
汁

　
　

壺　
　
　
　
　
　
　

御
飯

か
も

わ
ら
ひ

葉
山
升

う
こ
き

け
し

小
魚

う
と

し
ヽ
た
け

三
ツ
葉

く
り

ま
ヽ
た
ひ
け
ん

牛
房

竹
の
子

う
と

く
す
た
め

か
ち
か

焼
と
う
ふ

わ
ら
ひ

　
　

二
膳

手
塩

　　
　
　
　
　
　

御
汁

猪
口

　

引
而

平御
中
酒

夜
ニ
入

御
さ
か
つ
き

御
吸
物

　

御
さ
か
な

　
　

八
寸
敷
帋

　
　
　
　
　

一　

巻
い
か

　
　

同
砂
鉢

　
　
　
　
　

一　

焼
ひ
た
し　

小
魚

　
　

同

　
　
　
　
　

一　

浸
物

か
う
の
物

か
ら
し

う
と

こ
ま
あ
へ

い
わ
な

竹
の
子

青
な

ひ
し
き
玉
子

う
と

青
山
升

く
こ

け
し

鴨皮
牛
房

漬
〆
治
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御
夜
食

團
子　

こ
し
あ
つ
き

手
塩　

摺
大
こ
ん

十
八
日
朝
御
膳

鱠　
　
　
　
　
　
　

冷
汁

平
　
　

二
膳

手
塩

　
　
　
　
　
　
　
　

御
汁

猪
口

　

引
而

蓋
茶
碗　

 

ふ
わ
〳
〵

　

御
中
酒

蕎
麦
御
設
致
候
處

御
嫌
故
如
此
但
御
酒

不
被
召
上
候

や
ま
べ

う
と

し
ヽ
た
け

青
味

大
和
い
も

中
魚　
　
　
　

御
飯

ま
い
た
け

か
う
の
物

か
ら
し

セ
ん
ま
い

白
和
へ

生
豆
腐

中
魚

青
山
升

く
り

め
う
か

く
る
ミ

の
り

　
　

御
起
之
節

　

御
盃

御
吸
物

　
　

御
肴

　
　
　

八
寸
敷
紙

　
　
　
　
　

一　

巻
い
か

　
　
　

砂
鉢

　
　
　
　
　

一　

ふ
わ
〳
〵

　
　
　

同

　
　
　
　
　

一　

浸
物　

三
ツ
葉

　
　

十
七
日
夜
御
盃
事
被
遊
候
節

　

御
さ
か
つ
き

　
　

御
肴

　
　
　
　

一　

巻
す
る
め

　
　
　
　

一　

う
と
セ
ん
ば
ん

　
　
　
　

一　

ひ
た
し
物

千
秋
萬
歳

中
魚

う
と

青
山
升
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座
　
談
　
会

籠太 店主
鈴木真也

福島の
食文化研究家
平出美穂子

昭和村文化財保護
審議会委員長
菅家博昭

日
時
・
場
所

　

令
和
三
年
二
月
十
日

　

会
津
若
松
市　

籠
太

参
加
者

　

菅
家
博
昭
（
菅
家
）

　
　

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

　
　
（
司
会
）

鈴
木
真
也
（
鈴
木
）

　
　

籠
太　

店
主
（
監
修
）

　

平
出
美
穂
子
（
平
出
）

　
　

福
島
の
食
文
化
研
究
家
（
料
理
再
現
）

　

根
本
崇
範
（
根
本
）

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
録
音
・
編
集
）

菅
家　

今
回
料
理
の
復
元
で
こ
う
い
う
状
況
（
コ

ロ
ナ
渦
）
の
中
で
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
報
告
書
に
書
け
な
か
っ
た
こ
と
と
か
、

苦
労
し
た
こ
や
、
こ
れ
ま
で
の
料
理
の
復
元
に

色
々
な
形
で
か
か
わ
っ
て
き
た
、
経
過
に
つ
い
て

も
、
後
で
若
い
人
た
ち
が
次
の
時
代
ど
う
い
う
風

に
し
て
い
け
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を
後
半
で
す

ね
、
伺
う
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
今
回
の
事
業
の
説
明
を
事
務
局
か
ら
簡
単

に
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

根
本　

今
回
は
、
前
々
か
ら
村
内
で
巡
見
使
に
つ

い
て
記
録
が
あ
り
、
そ
の
中
に
料
理
の
史
料
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
は
い
た
ん
で
す
が
、

古
文
書
を
読
め
る
人
が
い
な
く
、
し
ば
ら
く
活
用

は
し
た
い
と
思
い
つ
つ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
部

分
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
松
尾
悠
亮
君
と
い
う
古
文
書
を
読
め
る
人
が

配
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
彼
が
あ
る
程
度
解

読
を
し
て
、
さ
ら
に
県
立
博
物
館
の
ご
協
力
を
得

て
、
中
身
の
復
元
を
ど
う
も
で
き
る
よ
う
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
て
、
こ
の
料
理
の
復
元
を

通
し
て
昭
和
村
の
今
ま
で
あ
っ
た
文
化
の
見
直
し

を
含
め
て
、
今
後
は
レ
シ
ピ
を
再
現
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
こ
の
度
事
業
を
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
比
較
資
料
と
し
て
旧
川
口
（
金
山

町
）
の
山
内
家
来
訪
時
の
饗
応
料
理
も
再
現
し
ま

し
た
。
こ
の
方
、
史
料
で
は
仙
台
山
内
家
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
は
白
石
の
山
内
家
で
す
。

か
つ
て
川
口
・
本
名
・
下
中
津
川
等
の
領
主
で

あ
っ
た
川
口
の
山
内
家
の
方
が
、
伊
達
政
宗
が
侵

攻
の
際
に
臣
従
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
奥
州
仕
置

で
豊
臣
秀
吉
が
伊
達
政
宗
か
ら
会
津
を
没
収
し
た

時
に
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
で
あ
っ
た
片
倉
景
綱
の

家
臣
に
な
っ
て
、
白
石
の
方
に
移
り
ま
し
た
。
そ

の
方
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
明
和
の
頃
（
江
戸

時
代
の
中
期
）、
元
の
領
地
で
あ
っ
た
場
所
を
訪

問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
料
理
に
つ
い

て
、
元
々
古
文
書
の
持
ち
主
の
方
が
平
出
先
生
に

ご
相
談
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒
に
こ
の

料
理
も
再
現
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

菅
家　

は
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ

と
本
題
に
入
る
前
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
私
の
方

か
ら
お
話
を
い
た
し
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
四
十
年

前
の
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
二
十
三

日
、
柳
津
町
柳
津
の
虚
空
蔵
様
下
の
「
ふ
く
ま

ん
」
に
私
は
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
キ
ク
イ
モ
の

味
噌
漬
け
を
鈴
木
真
也
さ
ん
が
出
さ
れ
た
ん
で
す

ね
。
そ
の
時
に
キ
ク
イ
モ
の
説
明
を
聞
い
て
、
昔

か
ら
食
べ
て
い
た
と
。
た
だ
、
固
い
か
ら
料
理
を

す
る
時
に
工
夫
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
時

が
、
私
が
真
也
さ
ん
に
会
っ
た
初
め
て
の
時
な
ん

で
す
よ
。
そ
の
後
、
会
津
若
松
に
移
転
し
、
籠
太

を
開
か
れ
、
ず
っ
と
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
真
也
さ
ん
が
、
福
島
民
友
新
聞
に
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）
に
会
津
の
食
に
つ
い
て
連
載
さ
れ

て
、
奥
会
津
書
房
の
遠
藤
由
美
子
さ
ん
が
、
そ
の

新
聞
記
事
が
散
逸
す
る
こ
と
が
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
三
十
三
回
分
が

こ
こ
に
、
掲
載
さ
れ
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を

今
回
改
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、
一
つ
一
つ
の

料
理
、
素
材
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

い
う
か
会
津
の
各
地
を
歩
い
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
、
引
き
当
て
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
今
回

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
金
山
町
本
名

の
渡
邊
愿
綱
と
い
う
小
笠
原
流
の
方
が
お
り
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
も
二
十
八
回
目
の
連
載
の
中
で

横
田
の
松
前
寺
の
御
住
職
か
ら
渡
邊
愿
綱
と
い
う

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る

ん
で
す
よ
。
こ
こ
に
、
漢
字
は
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
直
接
そ
の
人
か
ら
聞
い

て
名
前
を
き
ち
ん
と
こ
う
書
い
て
い
る
っ
て
い
う

の
が
で
す
ね
、
素
晴
ら
し
い
ん
で
す
。
こ
れ
が
今

回
の
、
天
明
八
年
の
野
尻
組
、
現
在
の
昭
和
村
に

来
た
時
の
経
過
を
書
い
た
も
の
で
、
多
分
、
野
尻

組
か
ら
出
た
も
の
で
す
が
、
三
島
町
史
に
ち
ょ
う

ど
今
回
、
載
っ
て
い
ま
す
。

　

平
出
さ
ん
が
会
津
藩
の
食
文
化
に
渡
邊
愿
綱
さ

ん
の
こ
と
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
書
い
て
い
る

ん
で
す
が
、
こ
れ
は
同
時
代
の
天
明
八
年
の
史
料

で
下
の
方
に
「
五
月
六
日
本
名
村
愿
綱
と
松
山
村

理
右
衛
門
、
野
尻
へ
参
り
賄
い
方
相
極
め
、
献
立

方
大
法
に
極
（
め
）」
た
っ
て
こ
と
が
書
い
て
あ

る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
平
出
さ
ん
は
愿
綱
が
深
く

か
か
わ
っ
て
献
立
を
決
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
が

こ
こ
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
実
際
に
当
日
は
、

渡
部
理
兵
衛
と
い
う
方
の
と
こ
ろ
に
泊
ま
っ
た
藤

沢
要
人
の
料
理
を
料
理
頭
と
し
て
愿
綱
が
帯
同
し

て
い
る
。
三
か
所
に
分
か
れ
て
料
理
を
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
の
い
い
人
の
と
こ
ろ

は
、
愿
綱
が
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。
文
献
と
実
際
の
料
理
と
平
出

さ
ん
と
鈴
木
真
也
さ
ん
が
繋
い
で
く
れ
て
、
そ
れ

が
今
、
昭
和
村
で
再
現
が
で
き
る
っ
て
言
う
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
っ
て
い
う
の
が
か
な
り
素

晴
ら
し
い
な
と
い
う
こ
と
を
私
の
方
で
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
平
出
さ
ん
は
、
郡
山
女
子
大
に

行
か
れ
て
、
そ
こ
で
か
な
り
研
究
と
い
う
ん
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
本
の
出
版
が
あ
り
、
昔
の
伝
統

や
伝
承
が
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

鈴
木
真
也
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

柳
津
で
調
理
を
始
め
て
こ
う
い
う
も
の
に
会
っ
て
、

そ
れ
に
ず
っ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
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鈴
木　

や
っ
ぱ
り
私
が
一
番
先
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
実
は
食
器
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
当
時
、
あ

る
漆
器
店
に
昔
の
、
江
戸
時
代
の
食
器
が
並
ん
で

い
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
何
を
盛
っ

た
ん
で
し
ょ
う
と
聞
く
と
、
分
か
ら
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
そ
れ
は
、
色
々
な
そ
れ
に
付
随
す
る
、
例

え
ば
皿
を
載
せ
る
器
も
そ
う
だ
け
ど
、
腰
高
の
三

方
の
よ
う
な
も
の
も
何
に
使
っ
て
い
た
の
か
、
そ

の
売
っ
て
い
る
人
た
ち
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
の

は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
調
べ

始
め
て
み
た
ら
、
色
々
と
聞
き
取
り
を
や
っ
て
い

る
う
ち
に
ね
、
ど
う
も
古
い
時
代
の
料
理
を
知
っ

て
い
る
っ
て
い
う
話
を
、引
き
当
て
た
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
人
を
探
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
当
時
は
菊
地

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
今
の
で
す
ね
、
鈴

善
さ
ん
の
近
く
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
に

訪
ね
て
行
っ
て
ね
、
実
は
こ
う
い
う
事
な
ん
で

す
っ
て
言
っ
て
ね
。
私
一
人
で
行
く
の
も
も
っ
た

い
な
か
っ
た
ん
で
、
当
時
知
り
合
い
に
な
っ
て
い

た
伝
承
料
理
研
究
家
の
奥
村
彪
生
さ
ん
、
女
子
栄

養
大
学
（
当
時
）
の
島
崎
と
み
子
先
生
と
か
、
何

人
か
当
時
の
知
り
合
い
の
先
生
を
誘
っ
て
一
緒
に

行
こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
奥
村

さ
ん
は
予
定
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
代
わ
り

に
私
と
島
崎
さ
ん
と
、
数
人
の
短
大
の
先
生
で
し

た
か
ね
。
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行
っ
て
、
彼
ら

は
三
十
代
の
私
に
ね
、
何
も
知
ら
な
い
ん
だ
と
い

う
前
提
で
私
は
話
を
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際

に
お
借
り
し
た
古
文
書
を
持
っ
て
行
っ
て
、
こ
れ

は
何
で
す
か
っ
て
全
部
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
の
方

い
な
か
っ
た
ら
、
多
分
ね
、
前
に
進
ま
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。
つ
ま
り
、
奥
村
さ
ん
と
か
島
崎
さ

ん
と
か
、
中
央
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
表
現
の
仕
方
と
か
記
録
の
仕
方
と
か

違
う
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
会
津
独
特
だ
っ
て
い

う
の
が
分
か
っ
て
ね
。
そ
れ
で
、
会
津
独
特
の
献

立
の
書
き
方
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
こ
と
が
な
ん
と

な
く
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
特
に
私
た
ち
が

分
か
ん
な
か
っ
た
の
は
「
重
」
っ
て
書
い
て
あ
る

や
つ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
。
こ
れ
な
ん
で
す

か
っ
て
聞
い
た
ら
、
面
白
か
っ
た
。
こ
れ
小
づ
ゆ

だ
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
ね
。
そ
の
時
私
た
ち
は
ね
全
員
で
顔
を
見

合
わ
せ
た
ん
で
す
よ
。小
づ
ゆ
だ
っ
て
こ
と
で
ね
。

つ
ま
り
献
立
っ
て
い
う
の
は
食
器
の
名
前
で
書
き

ま
す
か
ら
、
な
ん
で
「
重
」
と
書
く
ん
だ
ろ
う
っ

て
。
そ
こ
で
出
た
の
が
、
お
そ
ら
く
重
箱
に
入
っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が
出
た
ん
で
す

ね
。
つ
ま
り
、
煮
物
な
ん
だ
な
っ
て
。
だ
け
ど
時

代
が
下
が
っ
て
く
る
と
、
汁
が
多
く
な
っ
て
き
た

ん
で
汁
に
あ
っ
た
様
な
器
に
移
っ
て
い
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
っ
て
事
を
そ
の
後
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ

で
は
、
例
え
ば
そ
の
鱠
（
な
ま
す
）
の
盛
り
方
と

か
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
を
、
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
い
な
か
っ
た
ら
多
分
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
ね
。
平
出
さ
ん
が
再
現
の
時
に
や
っ
て
き
た
よ

う
に
、「
あ
い
ま
ぜ
」
っ
て
い
う
の
と
、
そ
れ
か

ら
要
す
る
に
な
ん
て
言
う
の
か
な
。
陰
陽
五
行
に

従
っ
て
、
盛
り
付
け
る
や
り
方
が
あ
る
っ
て
言
う

こ
と
は
、
私
ら
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す

か
ら
。後
に
な
っ
て
分
か
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
鱠
の
と
こ
ろ
に
も
鬼
灯（
ホ
オ
ズ
キ
）っ

て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
何
に
使
っ
た
ん

だ
ろ
う
っ
て
い
う
話
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
し

た
ら
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
鬼
灯
は
、
塩
漬
け

に
し
て
取
っ
て
お
く
ん
だ
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
水

に
戻
す
と
、
ぽ
ん
と
膨
ら
む
。
そ
れ
に
榊
の
枝
を

刺
し
て
、
真
中
に
盛
る
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
を
教

え
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、
多
分
、
や
っ
た
人
た

ち
に
し
か
分
か
ん
な
い
で
す
よ
。
写
真
が
残
っ
て

い
る
わ
け
で
も
何
で
も
な
い
ん
だ
か
ら
。
あ
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
キ
ノ
エ
さ
ん
っ
て
言
い
ま
し
た
け

ど
、
私
が
会
っ
た
時
に
、
八
十
何
歳
だ
っ
た
ん
で
、

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の

時
に
な
ん
て
「
あ
れ
、
面
白
い
な
」
っ
て
思
っ
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
後
に
巡
見
使
の
料
理
を
横
田
新

さ
ん
が
、
小
さ
な
豆
本
の
中
に
書
い
て
い
た
の
を

参
考
に
し
て
、
山
都
の
堂
山
っ
て
言
う
と
こ
ろ
に

訪
ね
ま
し
た
。
文
書
を
見
た
ら
そ
れ
以
外
の
江
戸

時
代
の
食
事
記
録
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た
ん
で

す
。
郷
頭
で
す
か
ら
、
肝
煎
の
上
に
い
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
金
山
奉
行
が
来
た
と
か
。
そ
の
時
私
た

ち
が
非
常
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、
当
時
、
小

澤
さ
ん
が
い
た
ん
で
す
よ
。

菅
家　

当
時
、
山
都
町
教
育
委
員
会
に
お
ら
れ
た

小
澤
弘
道
さ
ん
で
す
ね
。
今
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

鈴
木　

そ
う
で
す
か
。あ
の
方
が
、基
本
的
な
デ
ー

タ
を
整
理
し
て
い
た
っ
て
い
う
の
が
す
ご
か
っ
た

で
す
ね
。

菅
家　

私
も
よ
く
知
っ
て
い
て
、
今
も
よ
く
電
話

の
や
り
取
り
を
す
る
ん
で
す
け
ど
。
優
秀
な
人
で

す
。

鈴
木　

あ
れ
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、そ
の
後
、

史
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

菅
家　

平
出
さ
ん
の
方
で
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま

す
け
ど
、
こ
の
料
理
と
出
会
っ
て
、
そ
の
栄
養
士

み
た
い
な
と
こ
ろ
に
行
く
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い

う
切
っ
掛
け
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

平
出　

宇
都
宮
か
ら
会
津
に
嫁
い
で
来
た
ら
全
然

食
が
違
う
と
い
う
こ
と
と
、
私
が
短
大
の
助
手
を

し
て
い
た
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
こ
ろ
か

な
。
そ
の
こ
ろ
、
会
津
の
年
中
行
事
を
調
べ
て
い

て
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
頃
で
し
た
か
ね
。

そ
れ
か
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
こ
ろ
（
鈴
木
さ

ん
の
記
事
が
）
福
島
民
友
に
連
載
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
栄
養
士
会
で
ご
講
演
な
さ
っ
て
、す
ご
い
、

こ
ん
な
人
が
会
津
に
い
る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
ま
で

誰
に
聞
い
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

う
ち
の
蔵
の
中
に
江
戸
の
後
期
の
文
献
、
古
文

書
が
あ
っ
た
の
で
す
。
奥
会
津
書
房
の
遠
藤
由
美

子
さ
ん
と
、
と
に
か
く
す
ご
い
先
生
が
い
る
っ
て

言
う
こ
と
で
、
鈴
木
真
也
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

武
家
料
理
は
こ
う
だ
よ
っ
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ

て
、
そ
れ
か
ら
色
々
と
柳
津
の
お
寺
、
あ
そ
こ
の

古
文
書
の
読
解
を
し
て
く
れ
た
り
、
一
年
く
ら
い

勉
強
会
を
し
ま
し
た
か
ね
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。

平
出　

年
中
行
事
の
研
究
を
や
っ
て
い
て
も
、昔
、

二
十
八
市
町
村
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
中
に
必
ず

江
戸
時
代
の
料
理
っ
て
言
う
と
古
川
古
松
軒
の

『
東
遊
雑
記
』
が
で
て
き
ま
す
よ
ね
。、
奥
会
津
の

町
村
史
に
、江
戸
時
代
の
料
理
っ
て
「
本
当
？
」
っ

て
言
う
と
こ
ろ
で
疑
問
を
持
っ
た
時
に
、
鈴
木
先

生
の
方
か
ら
素
晴
ら
し
い
料
理
な
ん
だ
よ
っ
て
言

う
こ
と
を
勉
強
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
色
々
と
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。
器
か
ら
入
っ
た
っ
て
先
生
お
っ

し
ゃ
っ
た
け
ど
、
こ
こ
で
お
料
理
に
出
す
お
水
を

毎
朝
、
汲
み
に
行
っ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

東
山
に
行
き
、
水
を
汲
み
ま
し
た
。

平
出　

そ
れ
で
煮
炊
き
を
し
て
食
べ
さ
せ
て
下

さ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
鈴
木
先
生
が
い
た
か
ら
、

色
々
巡
見
使
の
事
、
面
白
い
こ
と
が
で
き
て
、
興

味
を
も
ち
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
本
名
の
愿
綱
さ
ん

ご
子
孫
の
方
が
郡
山
女
子
大
学
の
近
く
に
お
ら
れ

て
、
そ
れ
で
知
り
合
っ
て
、
あ
ら
、
う
ち
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
い
る
か
ら
（
去
年
亡
く
な
っ
た
ん
で
す

が
）、
な
ん
て
い
う
こ
と
で
愿
綱
さ
ん
の
こ
と
を

調
べ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
只
見
町
の
新
国
勇
さ
ん
、

あ
の
方
が
教
育
委
員
会
に
い
た
時
に
、
そ
れ
な
ら

全
部
こ
こ
に
巻
物
が
あ
る
っ
て
言
う
こ
と
で
、
そ
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こ
に
行
っ
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
。
そ
の
お
墓
に

行
っ
た
り
、
五
十
嵐
直
次
さ
ん
（
小
笠
原
流
ユ
ル

シ
ト
リ
の
一
人
）
の
お
墓
に
行
っ
た
り
、
そ
の
直

次
さ
ん
の
ご
子
孫
が
栄
養
士
さ
ん
で
、
昔
は
組
み

立
て
式
で
バ
タ
バ
タ
や
っ
て
と
か
、
読
め
な
か
っ

た
小
笠
原
流
の
三
十
六
の
動
物
を
描
い
て
、
朝
起

き
た
ら
必
ず
、
今
日
は
行
く
と
き
に
ま
ず
焼
き
塩

を
作
る
時
の
、
そ
の
鉢
み
た
い
な
も
の
を
見
せ
て

も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
四
方
に
盛
っ
て
、
そ
れ
か
ら

今
日
の
お
料
理
が
、
上
手
く
い
き
ま
す
よ
う
に
っ

て
や
る
ん
だ
な
ん
て
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
し
た
ね
。

小
笠
原
流
の
。
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
ま
す
ま
す

愿
綱
さ
ん
っ
て
す
ご
い
ん
だ
っ
て
、
先
生
の
方
か

ら
愿
綱
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
て
、
巡
見
使
も
愿

綱
さ
ん
の
影
響
力
っ
て
、
す
ご
い
ん
だ
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。
鈴
木
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
と
分
か
ら
な
か
っ
た
。

鈴
木　

当
時
の
渡
邊
愿
綱
の
話
し
を
一
番
初
め
に

誰
か
ら
聞
い
た
か
っ
て
言
っ
た
ら
、
元
の
中
央
病

院
の
理
事
長
だ
っ
た
星
源
孝
さ
ん
で
す
ね
。
う
ち

に
史
料
が
あ
る
か
ら
見
に
来
い
っ
て
、
当
時
、
十

数
回
通
っ
た
記
憶
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
必
ず
お
風

呂
に
入
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
。

　

そ
の
時
の
蔵
書
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
今
は

分
か
ん
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
史
料
の
中
に
小

笠
原
流
の
も
の
が
沢
山
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
一
番

驚
い
た
の
は
、
小
笠
原
流
っ
て
い
う
も
の
は
、
料

理
だ
け
の
世
界
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
う
で

は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
仏
事
、
婚
礼

の
式
次
第
、
そ
れ
に
由
来
に
つ
い
て
の
説
明
と

か
、
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
は
、
花
の
飾
り
方
と

か
ね
、
そ
こ
ま
で
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
こ

れ
は
、
踏
み
込
む
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
き
て
、
外
か
ら
眺
め
て
い
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
る
ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
私
は
そ
の
当

時
、
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
る
小
笠
原
流
の
巻
物

を
見
ま
し
た
ら
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
教
養
を
、

片
っ
端
か
ら
か
き
集
め
た
だ
け
で
、
一
種
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
も
の
か
と
感
じ
た
わ
け
で
す

よ
。
つ
ま
り
、
一
番
先
に
、
須
弥
山
伝
説
が
出
て

く
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
次
出
て
く
る
の
は
古
事
記

伝
説
で
し
ょ
。
古
事
記
伝
説
が
出
て
き
た
ら
、
陰

陽
五
行
の
話
が
出
て
き
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
こ

れ
は
、
ち
ょ
っ
と
ね
、
触
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
最

初
は
こ
れ
は
ね
、
自
分
た
ち
の
権
威
付
け
の
た
め

に
、
色
々
と
か
き
集
め
て
、
密
教
の
梵
字
ま
で
書

い
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
う
言
う
こ
と
に
し
か
使
わ

れ
な
か
っ
た
と
し
か
私
は
解
釈
し
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
と
こ
ろ
が
十
何
年
間
そ
う
い
う
史
料
を
眺

め
て
思
っ
た
の
は
、「
ま
て
よ
、
こ
れ
は
、
そ
ん

な
浅
い
も
の
じ
ゃ
な
い
な
」
と
、
ち
ょ
っ
と
深
す

ぎ
る
よ
と
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
な
っ
て
言
う
印
象
で

し
た
ね
。
正
直
な
話
し
で
。

菅
家　

只
見
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
大
学

の
日
本
常
民
文
化
研
究
所
で
も
、
か
な
り
詳
し
い

分
析
を
し
て
、
な
ぜ
そ
う
い
う
由
来
が
書
い
て
あ

る
の
か
と
か
、
詳
し
い
こ
と
を
か
な
り
書
い
て
い

る
ん
で
す
ね
（『
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研

究
所
調
査
報
告
書 

第
二
〇
集 
奥
会
津
地
方
の
職

人
巻
物 

書
承
と
口
承
』）。
大
工
の
職
人
巻
物
と

か
、
茅
葺
き
と
か
ね
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
沢
山
あ

る
中
で
、
文
字
が
読
め
た
の
か
っ
て
問
題
が
か
な

り
あ
る
ん
で
す
ね
。
あ
と
、
巻
物
を
開
く
と
目
が

潰
れ
る
っ
て
言
う
伝
承
が
、
只
見
に
は
か
な
り

あ
っ
て
、
文
字
の
持
つ
呪
術
性
っ
て
言
う
の
と
、

中
身
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
問
題
が
別
に
あ
る
ん
で
す

が
、
価
値
づ
け
と
言
う
か
、
プ
ラ
イ
ド
に
つ
な
が

る
よ
う
な
問
題
を
含
ん
で
、
自
分
た
ち
の
厳
し
い

労
働
を
支
え
る
と
言
う
意
味
で
は
か
な
り
重
要
で

す
。
こ
の
十
年
ぐ
ら
い
偽
文
書
っ
て
言
う
も
の
が

歴
史
的
な
問
題
で
は
な
く
っ
て
、
そ
の
人
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
支
え
る
っ
て
い
う
意
味
で
、

非
常
に
価
値
が
高
か
っ
た
っ
て
言
う
評
価
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
、
日
々
の
労
働
が
、

耐
え
ら
れ
た
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

鈴
木　

私
も
菅
家
さ
ん
の
意
見
に
大
賛
成
な
ん
で

す
よ
。
中
身
が
ど
う
こ
う
言
う
よ
り
も
、
そ
れ
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
気
持
ち
の
方
が
大
事
だ
っ
て

言
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

菅
家　

そ
れ
が
な
ぜ
、
奥
会
津
で
保
持
で
き
た
の

か
。
会
津
藩
と
御
蔵
入
領
、
二
つ
あ
っ
て
、
会
津

藩
は
比
較
的
統
制
が
厳
し
い
、御
蔵
入
領
は
緩
い
、

緩
い
っ
て
言
う
こ
と
は
逆
に
、
自
分
た
ち
を
律
し

な
い
と
、
継
続
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

自
治
意
識
の
問
題
で
す
よ
ね
。

菅
家　

そ
う
言
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

鈴
木　

そ
れ
は
、
感
じ
ま
す
ね
。

菅
家　

平
出
さ
ん
の
本
で
も
、
最
初
、
古
川
古
松

軒
か
ら
こ
う
始
ま
っ
て
ま
す
。彼
が
見
た
も
の
は
、

演
出
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
。
あ
ん
ま
り
派
手
に
し
な

い
事
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
。
で
も
、
裏
方
の
人
た

ち
の
努
力
を
見
る
と
、
素
材
の
調
達
と
か
、
色
々

な
苦
労
を
し
て
い
て
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
今
回
、

昭
和
村
の
料
理
の
復
元
が
で
き
、
鈴
木
真
也
さ
ん

や
平
出
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
み
た
い
だ

と
思
い
ま
す
。

鈴
木　

私
は
、
郷
土
料
理
研
究
家
に
な
る
っ
て
言

う
意
識
は
全
く
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
言
う

と
こ
ろ
で
自
己
主
張
を
し
よ
う
と
な
ん
て
気
持
ち

更
々
な
か
っ
た
し
ね
。
私
が
実
際
に
興
味
が
あ
っ

た
の
は
、
地
域
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
良
く
な
る
の

か
な
っ
て
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。頭
の
中
に
。

つ
ま
り
、
全
国
の
市
町
村
の
中
で
も
、
生
き
生
き

と
し
て
伸
び
て
い
く
地
域
と
、
ど
ん
ど
ん
衰
退
し

て
い
く
と
こ
。
こ
の
差
は
何
だ
ろ
う
な
。
確
か
に

私
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
は
古
文
書
を
見
る

と
か
、
郷
土
料
理
の
研
究
は
し
て
ま
し
た
け
ど
、

そ
れ
が
自
分
の
郷
土
史
家
と
し
て
の
目
的
で
は
な

く
、
そ
ち
ら
の
方
で
し
た
ね
。

　

私
は
、
代
わ
り
に
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
平
出

さ
ん
が
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
奇
跡

な
ん
で
す
よ
。

菅
家　

私
も
そ
う
思
い
ま
す
ね
。

鈴
木　

だ
っ
て
、
私
調
べ
て
み
る
よ
っ
て
や
り
始

め
た
わ
け
だ
か
ら
。
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
よ
ね
。

菅
家　

中
身
が
き
ち
っ
と
し
て
ま
す
か
ら
、
積
み

上
げ
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の

辺
は
、
平
出
さ
ん
は
、
継
続
で
き
た
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。

平
出　

そ
れ
は
、
い
っ
ぱ
い
調
べ
て
お
い
て
、
子

ど
も
達
が
大
学
に
入
る
ま
で
、
そ
れ
ま
で
で
き
る

だ
け
集
め
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
子
ど
も
が
大
学

に
入
っ
た
ら
、
よ
し
、
本
を
書
い
て
後
世
に
残
そ

う
と
。い
つ
も
思
う
の
は
書
く
っ
て
言
う
こ
と
は
、

後
世
に
残
る
の
で
、
過
ち
は
い
け
な
い
と
。
だ
か

ら
、
古
文
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、
実
際
自
分
で

聞
き
取
り
に
行
っ
た
こ
と
は
書
け
ま
す
。
そ
れ
以

外
は
書
け
な
い
の
で
、
や
っ
ぱ
真
実
を
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
二
つ
だ
け
を
守
り

な
が
ら
、
こ
う
や
っ
て
い
こ
う
か
な
と
。

鈴
木　

当
時
の
学
問
の
環
境
っ
て
言
う
の
は
、
男

に
対
し
て
は
、
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
女

性
に
対
し
て
は
か
な
り
辛
辣
な
ん
で
す
よ
。
私
は

大
学
の
非
常
勤
講
師
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

良
く
わ
か
る
ん
で
す
よ
。

　

そ
う
い
う
困
難
を
乗
り
越
え
て
ね
、
こ
う
し
て

本
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
ち
ょ
っ
と
、
私
も
正

直
驚
き
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
人
が
現
れ
る
な
ん
て

思
わ
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
っ
て
、
私
は
平
出
さ
ん

だ
け
に
教
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
色
々

な
所
で
喋
っ
た
り
し
て
い
る
わ
け
な
ん
だ
け
ど
、

自
分
も
調
べ
て
み
ま
す
な
ん
て
言
う
人
、
一
人
も
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出
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。多
分
ね
、百
人
喋
っ

て
も
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
は
一
人
か
二
人

だ
ろ
う
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
。

そ
う
い
う
人
が
い
る
っ
て
言
う
こ
と
は
、
と
ん
で

も
な
く
そ
の
地
域
に
と
っ
て
は
、
宝
の
よ
う
な
も

の
な
ん
で
す
よ
。

　

他
の
と
こ
ろ
の
、
こ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
の
ね
、

栄
養
士
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
な
ん
か
に
つ
い

て
、
何
度
も
呼
ば
れ
た
り
し
て
お
話
し
す
る
機
会

も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
そ
こ
か
ら
、
平
出

さ
ん
の
よ
う
な
人
は
出
て
こ
な
い
。
そ
の
結
果
ど

う
な
っ
た
か
と
言
え
ば
、
県
内
に
あ
る
他
の
城
下

町
に
、
城
下
町
料
理
が
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
。
結

局
は
そ
れ
が
、
町
が
寂
れ
て
い
く
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
大

事
な
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
い
る
か
い
な
い
か
っ

て
ね
。

菅
家　

平
出
さ
ん
は
、
読
売
新
聞
に
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
か
ら
連
載
を
し
て
い
ま
す
。
あ
れ

は
現
地
を
訪
ね
て
？

平
出　

そ
う
。
歩
け
な
い
山
道
を
、
大
内
宿
へ
の

峠
道
、
道
な
き
道
を
栃
沢
か
ら
入
っ
た
時
に
、
大

き
な
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

こ
こ
を
登
ら
な
い
と
そ
こ
に
出
か
け
ら
れ
な
い
。

や
っ
ぱ
り
、
現
地
が
重
要
で
す
。

菅
家　

で
も
、
〆
切
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
毎
週
一

回
と
か
。

平
出　

大
体
半
分
ぐ
ら
い
は
原
稿
が
溜
ま
っ
て
い

て
、
半
分
く
ら
い
は
あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
読
売
さ

ん
に
講
演
会
を
頼
ま
れ
て
、
面
白
い
か
ら
、
こ
れ

連
載
し
た
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
後
半
は
大
変
で
し

た
よ
。

鈴
木　

歩
い
て
空
気
を
吸
い
な
が
ら
見
て
行
く
っ

て
い
う
感
覚
と
、
車
で
通
っ
て
い
く
知
識
や
本
だ

け
で
集
め
た
情
報
っ
て
言
う
の
は
、
雲
泥
の
差
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。

平
出　

そ
こ
に
行
く
と
、
そ
の
当
時
に
な
る
ん
で

す
よ
ね
。
江
戸
時
代
に
自
分
が
い
る
の
。
特
に
そ

の
道
を
歩
い
て
い
る
と
ね
。
そ
れ
は
、
肌
で
感
じ

ま
す
ね
。

菅
家　

あ
の
記
事
を
本
に
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す

か
。

平
出　

ど
う
せ
な
ら
ば
、
中
通
り
の
方
や
、
浜
通

り
の
鹿
島
街
道
も
通
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
と

め
て
あ
れ
は
最
後
の
仕
事
だ
な
ぁ
と
主
人
に
も
言

わ
れ
ま
し
て
、今
歩
か
な
い
と
歩
け
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
、
本
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。。

菅
家　

真
也
さ
ん
が
民
友
に
載
せ
た
時
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
で
し
た
か
。
毎
週
書
く
と
か

ね
。
大
変
で
し
た
よ
ね
。

鈴
木　

溜
ま
っ
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
私
は
そ
れ
を

ど
こ
に
も
発
表
す
る
な
ん
て
意
識
が
無
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
だ
け
ど
、
自
分
が
日
記
の
よ
う
に
書
い

て
い
た
や
つ
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
新
聞
に
連
載
し

よ
う
と
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

し
た
ら
、
た
ま
た
ま
私
の
店
に
来
た
お
客
さ
ん
が

新
聞
の
記
者
で
、
そ
う
い
う
話
を
ち
ら
っ
と
ね
、

調
べ
て
ん
だ
と
話
を
し
た
ら
、「
こ
れ
、
連
載
し

ま
し
ょ
う
よ
」
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す

ね
。
た
だ
、
書
け
ば
書
く
ほ
ど
、
そ
の
何
と
い
う

の
か
な
、
関
連
性
っ
て
出
て
く
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
例
え
ば
巡
見
使
の
料
理
を
見
て
も
ね
、
例
え

ば
昭
和
村
あ
た
り
で
鯛
の
料
理
が
出
て
き
た
り
す

る
と
、
何
で
鯛
な
ん
だ
ろ
う
？
な
ん
で
こ
れ
、
何

で
鯛
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
言
う
話
に
な
っ
て

く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
鯛
っ
て
ど
う
や
っ
て
運

ん
だ
ん
だ
ろ
う
と
か
ね
。
古
文
書
は
好
奇
心
を
く

す
ぐ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
か
ら

深
み
に
引
き
ず
り
込
む
罠
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ

て
ま
す
よ
ね
。

菅
家　

今
回
、
平
出
さ
ん
が
復
元
し
た
中
で
、
五

島
イ
カ
っ
て
い
う
五
島
列
島
の
乾
物
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
御
馳
走
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
か
ね
。そ
の
珍
し
い
も
の
と
言
う
の
は
。

鈴
木　

五
島
ス
ル
メ
は
、
め
っ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
う
ま

い
っ
す
よ
。
普
通
の
、
真
い
か
の
ス
ル
メ
と
は
全

然
味
が
違
い
ま
す
よ
ね
。
味
が
濃
い
っ
て
言
う
の

か
な
。
だ
か
ら
、
江
戸
時
代
の
人
っ
て
言
う
の
は
、

ス
ル
メ
の
一
等
と
言
う
と
五
島
イ
カ
の
事
だ
っ
て

い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
た
の
は
ね
、
自
然
な
形
な

気
が
す
る
ん
で
す
よ
。
食
べ
て
み
り
ゃ
分
か
る
ん

で
す
か
ら
ね
。
当
時
は
格
付
け
っ
て
言
う
の
が
、

記
録
に
は
あ
ん
ま
り
残
っ
て
は
こ
な
い
ん
で
す

け
ど
、
ど
う
も
あ
る
ら
し
く
て
、
イ
カ
な
ら
こ
こ

が
一
番
と
か
ね
。
昆
布
な
ら
こ
こ
が
一
番
と
か
あ

る
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
格
付
け
が
ね
。
そ
れ
は
い

わ
ば
業
界
の
常
識
み
た
い
な
も
の
で
、
あ
ま
り
表

に
は
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
お
そ
ら

く
五
島
イ
カ
な
ん
て
言
う
も
の
は
、
長
崎
県
の
沖

合
で
獲
れ
た
や
つ
を
ね
、
ス
ル
メ
に
し
た
や
つ
を
、

北
前
船
と
か
に
乗
せ
て
、
新
潟
ま
で
来
た
や
つ
を

会
津
へ
運
ん
で
く
る
訳
で
す
が
、
か
な
り
高
価
な

も
の
で
す
よ
。
こ
れ
は
、
現
地
の
十
何
倍
も
し
た

と
思
い
ま
す
。
食
材
に
よ
っ
て
は
か
な
り
高
価
だ
っ

て
言
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
私
が
面
白
い

な
と
思
っ
た
の
は
、
気
づ
か
い
と
言
う
か
、
日
本

人
独
特
の
感
性
の
気
づ
か
い
っ
て
い
う
も
の
が
献

立
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

菅
家　

あ
と
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
料
理

を
復
元
す
る
際
に
、
野
菜
等
で
何
か
気
に
な
っ
た

物
と
か
あ
り
ま
し
た
か
ね
。

平
出　

野
菜
は
少
な
い
で
す
ね
。
大
根
と
山
芋
、

牛
蒡
と
大
根
と
青
菜
で
す
ね
。
山
菜
は
出
て
来
ま

す
け
ど
。

鈴
木　

こ
の
辺
の
献
立
と
は
違
う
ん
だ
け
ど
、
こ

れ
は
天
保
年
間
に
来
る
の
か
な
、
諸
国
金
山
奉
行

と
い
う
の
が
き
ま
し
て
ね
、
そ
れ
が
山
都
の
黒
森

金
山
の
跡
地
と
視
察
す
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
時

に
い
わ
ば
内
緒
で
掘
っ
て
な
い
か
と
か
ね
、
そ
れ

を
調
べ
に
来
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
の
中
に
意
味

の
分
か
ら
な
い
言
葉
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
ん
で

す
よ
。
そ
の
典
型
だ
っ
た
の
が
「
わ
か
い
」
っ
て

い
う
ね
、
平
仮
名
で
書
く
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ

ず
っ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら

十
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
時
に
、
あ
る
人
に
そ
の
話
を

ぽ
っ
と
し
た
ら
ね
、「
そ
れ
っ
て
、
き
の
こ
だ
」
っ

て
言
う
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
他
の
材

料
か
ら
見
る
と
ね
、
こ
れ
な
ん
か
、
き
の
こ
の
吸

い
物
な
ん
だ
っ
て
分
か
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

時
間
か
か
っ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
例
え
ば
食
材
に
も
よ
る
け
ど
ね
。
そ
し
た

ら
同
じ
ヒ
ラ
タ
ケ
で
も
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
っ
て
言

う
品
種
は
、
ち
ょ
う
ど
巡
見
使
が
来
る
五
月
頃
に

山
で
な
る
ん
で
す
よ
。
ヒ
ラ
タ
ケ
は
秋
の
方
な
ん

で
す
よ
ね
。

平
出　

私
も
「
わ
か
い
」
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
時
、
米
沢
の
農
協
か
ら
講
演
依
頼
が

来
た
の
で
行
っ
た
ん
で
す
。
お
土
産
に
「
わ
か

い
」
っ
て
き
の
こ
の
缶
詰
を
も
ら
っ
て
、
驚
い
た

ん
で
す
。
ヒ
ラ
タ
ケ
の
事
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

菅
家　

今
回
大
変
だ
っ
た
の
は
御
菓
子
、
そ
れ
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

私
が
お
菓
子
の
事
で
、
今
か
ら
十
何
年
前

に
、
歴
史
春
秋
社
か
ら
本
書
い
て
る
ん
で
す
よ
。

『
会
津
』
と
い
う
ね
。
そ
の
中
に
、
じ
ゃ
あ
、
何

を
参
考
に
し
た
の
か
っ
て
言
っ
た
ら
、
私
は
、
森

川
家
に
残
っ
て
い
た
「
茶
会
記
」
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
石
州
流
の
お
茶
会
の
記
録
で
す
ね
。
つ
ま
り

床
の
間
に
何
を
使
っ
た
、
だ
れ
だ
れ
の
書
を
使
っ

た
と
か
言
う
の
が
あ
っ
て
、
汁
が
出
て
、
道
具
は

ど
う
い
う
も
の
を
使
っ
た
っ
て
言
う
の
が
出
て
く

る
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
言
わ
ば
そ
れ
は
一

種
の
証
拠
物
件
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
こ
う
言
う
も

の
が
会
津
に
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
言
う
証
拠
物
件
な
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わ
け
で
す
ね
。
例
え
ば
、
床
の
間
に
利
休
の
書
巻

が
書
い
て
あ
る
っ
て
言
う
の
は
利
休
の
書
巻
が

あ
っ
た
ん
だ
な
っ
て
分
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
中
に
最
後
に
菓
子
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す

よ
。
最
後
の
こ
ろ
に
ね
。
菓
子
何
々
っ
て
書
い
て

あ
る
ん
だ
け
ど
、
ず
う
っ
と
拾
っ
て
二
百
種
類
ぐ

ら
い
出
た
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
の
中
か
ら
分
か
っ

た
の
は
三
分
の
一
で
す
。
後
は
分
か
ら
な
い
。
そ

れ
か
ら
、
言
葉
の
書
き
方
と
か
も
ね
。
例
え
ば
、

「
牡
丹
餅
」
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。、
調
べ

て
あ
る
時
に
そ
れ
ば
「
ぼ
た
も
ち
」
だ
っ
て
。
な

る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
ね
。

菅
家　

会
津
だ
と
干
し
柿
と
か
も
あ
り
ま
す
け

ど
、
そ
れ
は
菓
子
に
入
る
ん
で
す
か
ね
？

鈴
木　

元
々
、
菓
子
っ
て
言
う
の
は
、
で
ん
ぷ
ん

を
加
工
し
た
何
か
っ
て
言
う
の
は
ず
っ
と
後
で
、

そ
れ
以
前
は
、
み
ん
な
木
の
実
を
干
し
た
や
つ
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
利
休
の
百
回
忌
な
ん
か
見
て

も
、
殆
ど
が
果
物
で
す
よ
ね
。

　

た
だ
、
菓
子
に
関
し
て
は
系
譜
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
会
津
の
場
合
に
は
。
つ
ま

り
会
津
の
記
録
の
中
に
、
小
國
屋
が
ね
、
京
都
で

修
行
し
て
、
こ
っ
ち
に
帰
っ
て
き
て
、
暖
簾
に
と

京
司
っ
て
書
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
京
菓

子
司
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
と
言
う
こ
と

は
、
京
都
の
影
響
と
い
う
も
の
が
も
ろ
に
あ
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。
も
う
一
つ
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料

が
、米
沢
藩
士
の
記
録
で
、吉
田
綱
富
（
一
七
五
六

～
一
八
四
九
）
と
い
う
上
杉
鷹
山
の
時
代
の
下
級

武
士
な
ん
で
す
け
ど
、
会
津
藩
に
役
目
で
持
っ
て

き
て
ね
、
町
の
中
で
菓
子
を
買
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
そ
こ
に
「
会
津
之
製
美
な
る
事
、
江
戸
ニ
も

劣
ら
ず
」
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
（『
見
聞

雑
記
』）。
で
、
米
沢
に
同
じ
よ
う
な
菓
子
が
出
て

く
る
の
は
数
十
年
後
だ
っ
て
書
い
て
い
る
ん
で
す

よ
。
書
い
た
の
は
引
退
し
た
後
、
八
十
五
歳
の
時

で
す
。
つ
ま
り
、当
時
の
文
化
・
文
政
（
一
八
〇
四

～
一
八
三
〇
）
の
頃
の
会
津
の
菓
子
文
化
っ
て
言

う
の
は
相
当
な
域
ま
で
行
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
言
う
事
が
読
み
取
れ
る
わ
け
で
す
よ
。

鈴
木　

御
菓
子
に
関
し
て
は
、
古
文
書
を
解
読
し

て
復
元
し
よ
う
と
し
た
人
が
い
な
か
っ
た
の
が
悲

劇
で
す
ね
。
御
菓
子
は
、
そ
の
地
域
の
文
化
の
レ

ベ
ル
を
推
察
で
き
る
重
要
な
要
素
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
れ
が
近
代
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
伝
統

が
消
え
て
し
ま
っ
た
っ
て
言
う
、
昭
和
の
、
戦
後

の
歴
史
が
ち
ら
っ
と
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
最
近

ま
で
は
、
郡
部
の
方
の
菓
子
屋
に
痕
跡
は
あ
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
完
全
に
消
え
ま
し
た
ね
。

　

京
都
や
金
沢
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
お
茶
の

仲
間
に
な
っ
て
い
る
菓
子
屋
さ
ん
に
は
、
家
伝
口

伝
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
。
記
録
に
残
し
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
。そ
こ
が
す
ご
い
ん
で
す
よ
ね
。

菅
家　

あ
と
、
今
回
の
復
元
で
平
出
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
玉
子
料
理
。

平
出　

玉
子
百
珍
で
す
ね
。

菅
家　

当
時
、ご
馳
走
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

玉
子
料
理
も
今
回
何
種
類
か
あ
っ
て
。

平
出　

ひ
し
ぎ
玉
子
や
、
厚
焼
き
玉
子
、
ふ
わ
ふ

わ
も
。
古
文
書
に
「
ふ
わ
ふ
わ
」
し
か
書
い
て
な

く
っ
て
、
豆
腐
も
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
っ
て
言
う
の
が

あ
る
し
、
玉
子
ふ
わ
ふ
わ
も
あ
る
し
、
玉
子
ふ
わ

ふ
わ
の
中
に
も
三
種
類
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
、
は
て

は
て
？
茶
碗
蒸
し
タ
イ
プ
と
、
か
き
た
ま
汁
み
た

い
に
し
て
ふ
わ
っ
と
す
る
タ
イ
プ
と
、
そ
れ
ら
焼

く
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
ふ
わ
ふ
わ
っ
て
名
前
の

付
く
豆
腐
の
方
も
豆
腐
と
玉
子
で
、半
々
に
し
て
、

ぶ
ち
ゅ
ぶ
ち
ゅ
っ
て
蒸
す
も
の
。ど
れ
だ
ろ
う
と
。

何
れ
に
し
て
も
玉
子
と
豆
腐
だ
か
ら
間
違
い
は
な

い
か
な
と
思
っ
て
。

鈴
木　

確
か
に
そ
の
通
り
な
ん
で
す
よ
。
私
た
ち

が
料
理
を
再
現
す
る
と
言
っ
た
時
は
、
調
べ
て
い

る
時
に
、
献
立
に
よ
っ
て
は
何
種
類
も
料
理
が

あ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。
特
に
豆
腐
・
玉
子
料

理
に
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

菅
家　

そ
れ
、
ど
う
し
て
な
ん
で
す
か
ね
。

鈴
木　

は
っ
き
り
と
私
は
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け

ど
、ど
う
も
、料
理
の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
精
進
系

な
の
か
、
幕
府
の
台
所
料
理
の
四
条
園
部
流
で
す

よ
。
そ
の
流
れ
な
の
か
、
あ
と
は
町
方
の
、
江
戸

の
八
百
善
を
中
心
に
し
た
町
方
料
理
の
流
れ
な
の

か
っ
て
言
う
、
こ
の
三
つ
の
流
れ
の
影
響
っ
て
言

う
の
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　

私
が
新
潟
に
行
っ
た
時
に
、
村
松
藩
の
料
理
人

だ
っ
た
人
の
家
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

よ
。
今
で
も
割
烹
を
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
。
ど
こ

で
修
業
し
て
た
の
っ
て
聞
い
た
ら
会
津
で
修
業
し

て
い
る
の
ね
。

平
出　

村
松
藩
の
会
津
の
小
笠
原
流
礼
法
の
巻
物

を
持
っ
た
人
が
免
許
を
会
津
藩
か
ら
も
ら
っ
て
床

飾
り
を
勉
強
し
た
っ
て
言
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。

鈴
木　

明
治
の
も
の
は
、記
念
写
真
が
撮
っ
て
あ
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
羽
織
袴
で
ね
、
料
理
人
様
た
ち
が

全
員
出
て
く
る
。
ど
う
も
今
で
い
う
板
前
さ
ん
と

は
、
色
々
な
意
味
で
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

菅
家　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
す
か
ね
。
何
か
総
合

的
に
…
。

鈴
木　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
す
よ
ね
。
当
時

の
料
理
人
と
、
今
の
料
理
人
と
は
、
ど
う
も
性
格

が
違
う
よ
う
で
す
。
当
時
の
料
理
人
か
ら
今
の
料

理
人
を
見
る
と
、
だ
い
ぶ
違
う
感
じ
に
見
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

菅
家　

全
体
像
だ
と
か
。
し
つ
ら
え
だ
と
か
、
あ

と
素
材
と
か
も
あ
る
。

鈴
木　

当
時
の
料
理
人
と
、
今
の
料
理
人
っ
て
言

う
の
は
、
ど
う
も
な
ん
か
ね
。
性
格
が
ち
が
う
。

菅
家　

今
の
料
理
人
は
狭
い
範
囲
。

鈴
木　

そ
う
で
す
ね
。
か
な
り
狭
く
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

平
出　

今
は
専
門
性
が
出
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

今
は
き
っ
と
ね
。

鈴
木　

分
化
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

菅
家　

今
回
、
実
際
に
昭
和
村
下
中
津
川
の
名
主

家
に
あ
る
膳
や
椀
類
を
、
提
供
い
た
だ
い
て
盛
り

付
け
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
今
年
の
八
月
に
同
じ

集
落
の
家
も
、
土
蔵
の
中
を
全
部
処
分
す
る
こ
と

に
な
っ
て
、
私
た
ち
文
化
財
保
護
審
議
会
に
も
連

絡
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
漆
器
、
お
椀
が
二
十

客
ぐ
ら
い
入
っ
た
も
の
が
、二
十
箱
ぐ
ら
い
。買
っ

た
時
期
が
み
ん
な
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、丸
膳
・

ま
る
ゆ
、
お
盆
み
た
い
な
も
の
が
全
部
箱
に
入
っ

て
、
そ
っ
く
り
出
て
き
た
ん
で
す
ね
。
当
時
使
っ

て
い
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
冒
頭
に
真
也
さ
ん
が

こ
の
器
に
何
を
盛
っ
て
い
た
の
か
っ
て
言
わ
れ
て

ま
し
た
が
、
ど
れ
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。
こ
う
言

う
器
を
見
て
、何
か
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

鈴
木　

多
分
、
巡
見
使
の
記
録
な
ん
か
を
見
て
い

る
と
、
一
軒
で
は
、
揃
わ
な
い
ん
で
、
貸
し
借
り

し
て
ま
す
よ
ね
。

　

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
村
の
中
で
起
き
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
婚
礼
の
時
に
、
ど
こ

か
の
家
の
も
の
を
借
り
て
き
て
使
う
っ
て
言
う
事

は
当
然
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ど
う
い
う
流

れ
で
や
っ
た
の
か
、
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
ね
。
た
だ
、
食
器
が
私
た
ち
の
想
像
す
る
以
上

に
意
味
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
言
う
事
だ
け
は

間
違
い
な
い
ん
で
す
よ
。

菅
家　

今
回
、
土
蔵
の
器
を
寄
託
す
る
方
は
、
昭

和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
に
昭
和
村
の
下
中
津

川
が
ほ
ぼ
全
焼
し
て
百
四
十
戸
ぐ
ら
い
焼
け
た
ん

で
す
ね
。
土
蔵
だ
っ
た
か
ら
残
っ
た
ん
で
す
よ
。

今
回
提
供
を
受
け
た
御
宅
は
、
昭
和
二
十
六
年
に

焼
け
て
、家
を
建
て
ま
し
た
。
お
金
が
な
い
の
で
、
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大
工
に
お
膳
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
器

の
セ
ッ
ト
を
賃
料
と
し
て
。
そ
の
器
を
預
か
っ
た

人
が
、
同
じ
下
中
津
川
の
大
工
だ
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
今
に
な
っ
て
、
使
わ
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
ま
た
、
そ
こ
に
戻
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

財
産
な
ん
で
す
ね
。
担
保
価
値
の
あ
る
。

　

あ
と
私
の
昭
和
村
の
地
区
、
小
野
川
と
い
う
の

で
す
が
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
は
、
漆
器
の
注

文
取
り
の
関
東
商
い
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
村
に
は
木
地
小
屋
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
会

津
城
下
に
、
荒
型
を
挽
い
て
出
荷
す
る
。
そ
の
販

売
先
と
し
て
北
関
東
、
白
河
方
面
を
回
っ
て
注
文

を
取
る
。そ
れ
は
、茅
葺
き
の
人
た
ち
が
ま
ず
入
っ

て
い
る
の
で
、
婚
礼
が
近
い
と
か
、
あ
の
家
で
は
。

そ
こ
に
行
っ
て
注
文
を
取
っ
て
、
二
十
客
、
三
十

客
と
言
う
こ
と
で
、
注
文
を
取
っ
て
そ
れ
を
、
若

松
城
下
に
繋
い
で
塗
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
届

け
る
。
比
較
的
、
南
会
津
は
茅
出
の
人
が
そ
れ
を

兼
ね
て
い
る
人
が
多
く
て
、
茅
葺
き
に
行
っ
て
そ

の
家
の
経
済
事
情
が
分
か
り
、婚
礼
が
あ
る
と
か
、

そ
こ
に
会
津
漆
器
を
こ
う
、
納
め
る
と
言
う
か
販

売
す
る
と
言
う
事
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ

の
時
に
、
漢
方
薬
の
原
料
に
な
る
よ
う
も
の
だ
と

か
特
殊
な
き
の
こ
だ
と
か
、
熊
の
胆
と
か
。
そ
れ

は
、
小
遣
い
を
稼
ぐ
た
め
に
持
っ
て
歩
い
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
会
津
若
松
城
下
の
漆
器
の
取
次
の

他
、必
要
だ
と
漢
方
薬
の
よ
う
な
も
の
を
、ち
ょ
っ

と
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
中
に
一
つ
ス

グ
リ
み
た
い
な
、
緑
色
の
、
ヤ
シ
ャ
ビ
シ
ャ
ク
っ

て
言
う
も
の
が
あ
っ
て
、
う
ち
の
祖
母
（
明
治
生

ま
れ
、
故
人
）
の
話
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
一
個

で
、
宿
屋
に
一
泊
で
き
た
そ
う
で
す
。

鈴
木　

寄
生
す
る
ん
で
す
ね
。
山
の
木
に
ね
。

菅
家　

あ
と
、
橅
の
木
に
生
え
て
い
た
蘚
苔
類

の
サ
ル
オ
ガ
セ
（
猿
尾
枷
、
猿
麻
桛
）、
標
高

一
〇
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
か
ら
上
に
、橅
の
木
に
あ
り
、

昭
和
村
で
は
木
海
苔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

鈴
木　

木
生
海
苔
の
事
で
す
ね
。
食
べ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

菅
家　
（
昭
和
村
に
は
）
も
う
無
い
ん
で
す
よ
。

風
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
山
に
湿
度
が
必

要
な
ん
で
。
山
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
。

鈴
木　

木
生
海
苔
は
、海
藻
と
も
違
う
ん
だ
け
ど
、

海
藻
の
よ
う
な
味
が
し
た
っ
て
言
う
記
憶
が
あ
り

ま
し
た
ね
。ク
ル
ミ
あ
え
に
し
て
あ
り
ま
し
た
よ
。

菅
家　

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
若
松
城
下
の

巡
見
使
の
や
つ
で
、山
都
の
文
書
で
す
け
れ
ど
も
、

岩
茸
と
か
ね
、
非
常
に
珍
し
い
も
の
が
、
出
て
き

て
る
ん
で
す
ね
。

菅
家　

話
を
戻
し
ま
す
け
ど
も
、
昭
和
村
と
し
て

な
ん
で
す
が
、
今
回
の
料
理
を
通
し
て
、
将
来
に

ど
う
つ
な
げ
る
か
っ
て
言
う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
最
後
に
助
言
と
言
う
か
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が
。

鈴
木　

私
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
書
い
た
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
食
べ
物
と
し
て
の
献

立
の
復
元
は
、も
の
す
ご
い
情
報
の
山
か
ら
、ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
な
感
じ
で
す
よ
ね
。そ
れ
と
、

今
の
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
郷
土
料
理
っ
て
言
う

の
を
繋
い
で
行
く
か
で
す
よ
ね
。

　

例
え
ば
栃
尾
又
温
泉
に
は
、
そ
う
い
う
料
理
が

普
通
に
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。
鮪
は
無
い
。
そ
れ

で
も
っ
て
予
約
が
取
れ
な
い
っ
て
状
況
が
生
ま
れ

て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
で
、
人
を
呼
べ
る
わ

け
で
は
な
い
ん
で
す
が
ね
。そ
う
い
っ
た
魅
力
は
、

し
つ
ら
え
だ
っ
た
り
、
雰
囲
気
だ
っ
た
り
、
照
明

の
使
い
方
だ
っ
た
り
、
古
民
家
の
活
か
し
方
だ
っ

た
り
様
々
な
複
合
的
な
要
素
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
っ
て
、
そ
う
言
う
も
の
に
訴
え
か
け
る
力
っ

て
言
う
も
の
は
、
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
ん

だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
要
す
る
に
美
学
が

分
か
ら
な
い
と
で
き
な
い
っ
て
言
う
世
界
な
ん
で

す
よ
ね
。

　

つ
ま
り
、
提
供
の
仕
方
、
演
出
さ
え
う
ま
け
れ

ば
、
十
分
に
人
は
呼
べ
る
し
、
お
客
さ
ん
の
満
足

に
こ
た
え
ら
れ
る
要
素
が
あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま

す
ね
。
平
出
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
し
た
？

平
出　

私
は
、
こ
の
山
の
中
で
奈
良
茶
漬
け
が
出

て
き
た
の
に
は
、驚
き
ま
し
た
。
奈
良
茶
漬
け
は
、

当
時
、
江
戸
で
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、
奈
良

茶
漬
け
っ
て
、
若
い
子
ど
も
た
ち
が
十
六
穀
米
と

か
言
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

こ
の
献
立
が
そ
の
ま
ま
現
代
に
生
か
せ
る
な
と

思
う
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
土
地
の
も
の
だ
し
。
後

は
、
野
菜
そ
の
も
の
は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
山
菜
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を

上
手
に
。
山
内
家
の
方
も
ほ
と
ん
ど
肉
と
か
、
こ

う
い
う
よ
そ
物
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
で
、
川
魚
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
当
に
オ
ラ

が
昭
和
村
の
、
ご
先
祖
様
の
食
事
だ
よ
っ
て
言
う

感
じ
が
し
ま
す
ね

　

だ
か
ら
素
材
と
か
、
さ
っ
き
も
先
生
が
し
つ
ら

え
、
雰
囲
気
と
か
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
の
と
合
体
す
れ
ば
、
昭
和
村
に
は
十
分
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
食
材
も
こ
れ
だ
け
あ
る
ん
だ
か
ら

是
非
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

鈴
木　

近
年
、
会
津
若
松
の
中
で
日
曜
日
に
、
町

の
中
を
歩
く
人
た
ち
の
多
く
は
観
光
客
な
ん
で
す

よ
。
十
何
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ん
で
す
よ
。

　

彼
ら
は
何
が
目
的
か
と
言
う
と
、食
べ
物
で
す
。

例
え
ば
、
ど
こ
ど
こ
の
ソ
ー
ス
か
つ
丼
が
う
ま
い

店
っ
て
行
列
が
で
き
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
市

内
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
分

か
っ
て
い
て
、
地
域
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
こ

う
か
と
。
新
し
く
施
設
を
作
っ
た
り
、
特
産
品
を

作
っ
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
作
っ
た
り
、
そ
う
言
っ

た
も
の
で
は
、
人
は
呼
べ
な
い
っ
て
見
て
る
ん
で

す
よ
。
つ
ま
り
、食
べ
て
「
あ
っ
、お
い
し
い
」
っ

て
言
う
も
の
で
な
い
と
人
を
呼
べ
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
。

　

私
た
ち
は
十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
言
っ
て
る
ん
だ

け
ど
、
会
津
を
グ
ル
メ
の
地
域
に
し
よ
う
と
。
そ

の
中
の
位
置
づ
け
と
し
て
ね
、
山
菜
料
理
の
ゾ
ー

ン
が
あ
っ
た
り
、
お
酒
の
、
夜
居
酒
屋
を
回
れ
る

ゾ
ー
ン
が
あ
っ
た
り
、
蕎
麦
の
ゾ
ー
ン
が
あ
っ
た

り
っ
て
言
う
様
々
な
ゾ
ー
ン
が
あ
る
っ
て
言
う
事

を
、
想
定
し
て
、
会
津
を
日
本
の
サ
ン
・
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
に
し
よ
う
と
。

　

ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
こ
は
、
ス

ペ
イ
ン
の
グ
ル
メ
都
市
で
す
よ
。
世
界
中
か
ら
観

光
客
を
集
め
る
の
。
年
間
で
三
千
万
で
す
。
人
口

は
た
っ
た
十
八
万
し
か
い
な
い
。
つ
ま
り
喜
多
方

と
若
松
を
合
わ
せ
た
人
口
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
。

お
酒
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
会
津
を
グ
ル
メ
地
帯

に
す
る
構
想
で
す
よ
ね
。

　

多
分
ね
、
会
津
っ
て
言
う
の
は
明
確
な
高
度
成

長
が
終
わ
っ
て
、
そ
の
社
会
構
造
が
崩
れ
去
ろ
う

と
し
た
時
に
、
会
津
は
面
白
く
な
っ
て
き
た
な
っ

て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
、
白
河
と
か

中
通
り
の
方
か
ら
会
津
は
取
り
残
さ
れ
た
と
思
っ

て
た
ん
で
す
よ
。
今
、
逆
に
な
っ
て
ま
す
よ
ね
。

今
具
体
的
に
面
白
い
な
っ
て
思
っ
て
い
る
の
は
、

郡
山
の
接
待
っ
て
う
ち
で
や
っ
て
い
る
っ
て
言
う

ケ
ー
ス
が
多
い
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
東
京
の
人

た
ち
は
、
郡
山
と
会
津
っ
て
隣
だ
っ
て
思
っ
て
い

る
か
ら
。

　

私
が
今
日
、
平
出
さ
ん
と
、
よ
か
っ
た
ね
と
思

う
こ
と
は
、
ど
う
も
な
ん
か
ね
、
私
た
ち
が
や
っ

て
き
た
こ
と
は
無
駄
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
思
う
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

会
津
が
、
食
べ
物
と
お
酒
を
中
心
に
、
地
域
が

元
気
に
な
っ
て
き
た
っ
て
言
う
感
じ
が
す
る
ん
で

す
よ
ね
。



－ 天明八年巡見使饗応料理レシピ集 －
１．奈良茶づけ

奈良茶飯は元来奈良の興福寺などのお寺で作られたもの
で、米に炒った黒豆や小豆、搗栗（かちぐり）などを入れほうじ茶
や番茶で炊いた飯です。

江戸時代には江戸で大流行し、宿や茶店でも提供されまし
た。5月20日の野尻での中飯は奈良茶飯のお茶づけと奈良漬、
豆腐のあんかけ料理は、三本陣のどの宿でも同じ料理が出さ
れました。

●材料（4人分）
白米 ･･･ 350g もち米･･･ 50g
黒豆 ･･･ 50g 大豆･････ 50g 小豆 ･･･ 20g
かち栗 ※ない時はゆで栗 ･･･ 8粒位
ほうじ茶 ※炊飯用 ････････ 600㏄
ほうじ茶 ※茶づけ用 ･･････ 適量

●作り方
①　白米ともち米は洗って30分位水切りしておく。
②　黒豆と大豆はそれぞれさっと洗って水気をとり胴割れするまで炒る。
③　小豆は、ひたひたの水から煮て沸騰したら水を加えて八割程度の硬さに煮る。
④　かち栗は一晩水に戻して柔らかくしておく。
⑤　米、豆、小豆を全部合わせた重量の1．25倍のほうじ茶で炊く。
⑥　熱いほうじ茶をかけていただく。

2．大豆煮豆（五目豆）
このたびの5月20日の川口様御本陣では、中飯（おやつ）と夕

食に大豆の煮豆が出されてます。おおよそ同じものと思われま
すが、二種類の大豆煮豆を作ってみました。ここでは五目煮豆
にしてみました。

●材料（4人分）
大豆 ･････ 1カップ ごぼう･･･ 100g
人参 ･････ 100g 蒟蒻･････ 半分
昆布 ･････ 10cm だし汁･･･ 2カップ位
みりん ･･･ 大さじ4杯 醤油･････ 大さじ3杯

●作り方
①　大豆は一晩たっぷりの水につけておく。次の日、汁ごと鍋に

入れて、さし水をしながら柔らかく茹でる。
②　ごぼう、人参は豆大のサイコロ切りにし、ごぼうは、熱湯で

さっと湯がく。蒟蒻もサイコロきりして三分ほど下ゆでをする。昆布は濡れ布巾
でふき、はさみで野菜と同じ7、8ミリの大きさに切る。

③　鍋に①、②の材料を入れてだし汁をひたひた程度に入れ火にかけ中火で軟
らかく煮、さらにみりんと醤油を加えて味加減をし、煮汁が少なくなるまで煮含
める。

30

菅
家　

や
っ
ぱ
り
各
道
の
駅
と
か
ね
、直
売
所
が
、

土
地
の
も
の
で
、
加
工
品
を
作
っ
て
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
も
平
出
さ
ん
、
か
な
り
関
わ
っ
て
、
助
言
し

て
ま
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
土
地
で
採
れ
た
も
の
に

価
値
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
、
提
供
す
る
っ
て
言
う

事
が
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大
き

な
社
会
変
化
。

鈴
木　

私
も
今
か
ら
十
何
年
前
に
ね
、
浜
通
り
の

あ
る
直
売
所
の
指
導
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

瓶
詰
・
缶
詰
は
そ
ん
な
に
売
れ
な
い
よ
っ
て
言
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
こ
こ
で
一
番
売
れ
る
も

の
は
何
で
す
か
っ
て
聞
か
れ
た
の
で
、
パ
ッ
ク
に

詰
め
た
弁
当
が
売
れ
る
よ
っ
て
言
っ
た
ら
、
案
の

定
そ
う
だ
っ
た
。
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
お
年
寄

り
が
ホ
ッ
キ
飯
十
個
ち
ょ
う
だ
い
と
か
言
う
ん
で

す
。「
そ
ん
な
に
買
っ
て
ど
う
す
る
の
？
」
っ
て

聞
い
た
ら
、「
こ
れ
は
孫
の
分
だ
、
隣
の
家
の
分

だ
」
っ
て
。

菅
家　

オ
コ
ワ
み
た
い
な
も
ん
で
す
よ
ね
。

平
出　

安
く
て
お
い
し
い
で
す
か
ら
ね
。

鈴
木　

切
り
口
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
時
代

の
ニ
ー
ズ
と
言
う
も
の
を
、ど
う
と
ら
え
る
か
が
、

大
切
で
す
よ
ね
。

　

物
を
考
え
る
場
所
っ
て
言
う
の
は
実
は
大
事
で

す
。
私
は
地
元
で
物
を
考
え
な
い
っ
て
言
う
習
慣

が
あ
っ
て
、
地
元
で
考
え
る
と
良
い
ア
イ
デ
ィ

ア
が
浮
か
ば
な
い
ん
で
す
よ
。
私
が
一
番
物
を

考
え
る
場
所
は
、
東
京
で
す
ね
。「
こ
の
人
た
ち

を
、
会
津
に
呼
ぶ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
？
」
と
か
ね
。「
会
津
に
来
た
時
に
何
を
期
待

す
る
ん
だ
」
っ
て
言
う
、
い
わ
ば
期
待
価
値
を
見

つ
け
て
来
る
ん
で
す
よ
。
会
津
に
来
る
人
達
が
、

頭
の
中
に
あ
る
妄
想
に
ち
ゃ
ん
と
答
え
ら
れ
る

か
っ
て
言
う
、
期
待
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
っ

て
言
う
考
え
方
が
、
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。
昭
和

村
に
来
て
埼
玉
と
同
じ
で
は
が
っ
か
り
し
ま
す
よ

ね
。
大
内
宿
は
見
事
に
期
待
価
値
に
応
え
た
ん
で

す
よ
。景
観
が
ね
。あ
そ
こ
に
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
っ

て
こ
と
が
よ
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
分
か
っ
て
た
。

菅
家　

根
本
君
は
今
回
、
担
当
に
な
っ
て
、
ど
う

で
し
た
か
。
大
変
な
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

根
本　

そ
う
で
す
ね
。
今
ま
で
地
方
の
文
書
っ
て

言
う
の
を
実
際
に
触
る
機
会
は
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
あ
ん
ま
り
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
も
無
く
て
、

こ
の
中
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
、
料
理
一
つ
と
っ

て
も
、
色
々
な
情
報
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
言

う
事
を
改
め
て
知
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

村
の
人
に
も
こ
う
い
う
の
は
大
事
だ
か
ら
、
残
し

て
お
く
、
も
し
く
は
、
村
に
寄
託
す
る
と
い
う
選

択
肢
も
あ
る
と
言
う
事
を
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
家　

今
回
こ
の
器
を
提
供
し
た
本
名
信
一
君
と

私
は
文
化
財
の
保
護
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
彼
は

良
い
こ
と
を
言
っ
て
ま
し
て
「
こ
こ
に
あ
る
ん
だ

か
ら
価
値
が
あ
る
だ
っ
て
」。
例
え
ば
よ
く
土
蔵

か
ら
出
て
く
る
絵
で
す
が
、
有
名
な
人
が
書
い
て

い
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
処
分
の
際
に
古
物
商

を
呼
ん
で
み
る
っ
て
言
う
人
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
そ
う
言
う
中
で
、
村
に
残
す
価
値
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
鑑
定
し
て
も
ら
っ
て
。
と
こ

ろ
が
、
誰
も
持
っ
て
行
か
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
中
で
、
村
で
あ
る
価
値
、
村
に
残
す

価
値
っ
て
言
う
の
が
重
要
で
す
。

鈴
木　

私
は
ね
、
平
出
さ
ん
が
ど
ん
な
も
の
を

作
っ
て
く
る
の
か
、
興
味
持
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

だ
け
ど
ね
、
正
直
言
っ
て
脱
帽
し
ま
し
た
ね
。
例

え
ば
、
玉
子
ふ
わ
ふ
わ
に
し
て
も
、
ど
れ
に
し
よ

う
か
迷
っ
た
ん
だ
な
っ
て
こ
と
は
、
想
像
が
つ
く

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
御
菓
子
は
何
と
も
し
ょ
う
が

な
い
け
ど
。

　

た
だ
、
私
は
そ
れ
以
上
に
気
に
な
っ
て
い
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
地
域
に
、
昭
和
村
と
言
う

も
の
を
含
め
て
、
会
津
全
体
の
食
文
化
を
ど
う
し

て
い
く
か
っ
て
言
う
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

　

昭
和
村
に
食
で
も
っ
て
、
地
域
の
魅
力
で
も
っ

て
、
人
を
呼
ぶ
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
っ
て
言

う
事
は
、
や
っ
ぱ
り
東
京
で
考
え
て
み
る
の
も
一

つ
の
手
で
す
ね
。、
は
っ
き
り
言
っ
て
地
元
の
人

だ
け
で
は
商
売
成
り
立
ち
ま
せ
ん
よ
ね
。
私
の
店

が
そ
う
で
す
か
ら
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
店
は
や
っ
て
な
い
で
す
が
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を

行
っ
て
ま
す
。
注
文
に
来
る
の
は
全
部
県
外
の
人

で
す
。
そ
れ
も
、コ
ア
な
常
連
で
す
よ
。
決
し
て
、

地
方
が
固
定
客
を
作
れ
な
い
っ
て
言
う
の
は
絶
対

嘘
で
、
会
津
大
好
き
で
し
ょ
う
が
な
い
っ
て
言
う

人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
、
私

ら
が
自
分
た
ち
の
良
さ
を
よ
く
理
解
し
て
、
磨
き

を
か
け
て
行
け
ば
必
ず
そ
れ
は
良
く
な
る
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。
私
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
界
の
人

た
ち
に
は
、
お
店
が
は
や
ら
な
い
、
売
り
上
げ
が

伸
び
な
い
、
会
社
の
業
績
が
良
く
な
い
事
に
は
、

理
由
は
無
い
よ
っ
て
ハ
ッ
キ
リ
言
う
ん
で
す
よ
。

や
っ
て
い
る
事
の
質
が
悪
い
ん
だ
っ
て
言
う
ん
で

す
よ
。
そ
こ
に
目
を
つ
ぶ
り
、
ど
う
し
た
ら
儲
か

る
か
を
考
え
て
い
る
か
ら
ダ
メ
な
ん
だ
っ
て
話
を

し
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
自
分
た
ち
が
楽
し
く
て
磨

き
が
か
か
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
人
が
寄
っ
て
き
ま

す
か
ら
。
そ
こ
に
注
目
し
て
い
な
い
と
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
、
良
い
意
味
で
の
プ
ラ
イ
ド
と
い
う

か
誇
り
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
で
す
よ
ね

菅
家　

平
出
さ
ん
は
色
々
な
と
こ
ろ
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
、
新
し
い
動
き
の
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。

平
出　

私
、
年
四
回
ぐ
ら
い
京
都
に
行
く
ん
で
す

け
ど
、
五
時
半
か
ら
の
バ
ス
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

て
、
あ
ち
こ
ち
回
り
ま
す
。
会
津
で
も
そ
れ
が
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

み
ん
な
で
会
津
全
体
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て

考
え
て
、観
光
作
り
と
か
、地
域
お
こ
し
も
、や
っ

た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
す
ね
。
全
体
と
し
て
オ
ラ

が
で
は
な
く
て
、
オ
ラ
の
も
会
津
と
し
て
の
全
体

の
。
そ
う
す
る
と
、
地
域
お
こ
し
も
う
ま
く
い
く

か
な
っ
て
。感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
よ
ね
。

鈴
木　

期
待
価
値
を
ど
う
い
う
風
に
高
め
て
い
く

か
っ
て
言
う
事
で
は
、
会
津
に
は
実
例
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
典
型
は
大
内
な
ん
で

す
け
ど
。
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
言
う
と
、
景
観

が
ダ
メ
な
と
こ
ろ
は
ダ
メ
だ
っ
て
言
う
発
想
で
す

よ
。
そ
れ
か
ら
、
土
地
の
誇
り
と
言
う
か
、
文
化

を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
な
い
地
域
も
弱
い
ん
で
す

よ
ね
。
私
は
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
、
う

ち
の
店
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
、こ
の
春
か
ら「
城

下
町
料
理
」
に
し
ま
す
。
例
え
ば
鮫
の
煮
た
も
の

と
か
さ
。
甘
酒
入
っ
た
玉
子
焼
き
と
か
ね
。
昔
は

砂
糖
が
無
い
か
ら
甘
酒
が
入
っ
て
た
わ
け
。
そ
ん

な
風
に
し
て
、
要
す
る
に
城
下
町
の
料
理
を
出
す

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
期
待
価
値
の
創
造
っ
て
言

う
の
は
や
っ
ぱ
り
テ
ー
マ
っ
て
感
じ
が
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。

平
出　

あ
と
一
つ
だ
け
。『
昭
和
村
の
あ
ゆ
み
』

を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
改
め
て
、
こ
れ
を
見
て

た
ら
ば
、
和
紙
も
作
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
記
憶
、
持
っ
て
い

る
人
も
、
ま
だ
い
る
ん
で
し
ょ
う
。
あ
ん
な
に
和

紙
を
作
っ
て
い
た
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
あ
の
和
紙
の
文
化
を
ぜ
ひ
復
活
し
て
も
ら

い
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

菅
家　

ま
だ
ま
だ
お
話
し
し
た
い
こ
と
は
色
々
あ

り
ま
す
が
時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
終

わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
忙
し
い
と

こ
ろ
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



－ 天明八年巡見使饗応料理レシピ集 －
１．奈良茶づけ

奈良茶飯は元来奈良の興福寺などのお寺で作られたもの
で、米に炒った黒豆や小豆、搗栗（かちぐり）などを入れほうじ茶
や番茶で炊いた飯です。

江戸時代には江戸で大流行し、宿や茶店でも提供されまし
た。5月20日の野尻での中飯は奈良茶飯のお茶づけと奈良漬、
豆腐のあんかけ料理は、三本陣のどの宿でも同じ料理が出さ
れました。

●材料（4人分）
白米 ･･･ 350g もち米･･･ 50g
黒豆 ･･･ 50g 大豆･････ 50g 小豆 ･･･ 20g
かち栗 ※ない時はゆで栗 ･･･ 8粒位
ほうじ茶 ※炊飯用 ････････ 600㏄
ほうじ茶 ※茶づけ用 ･･････ 適量

●作り方
①　白米ともち米は洗って30分位水切りしておく。
②　黒豆と大豆はそれぞれさっと洗って水気をとり胴割れするまで炒る。
③　小豆は、ひたひたの水から煮て沸騰したら水を加えて八割程度の硬さに煮る。
④　かち栗は一晩水に戻して柔らかくしておく。
⑤　米、豆、小豆を全部合わせた重量の1．25倍のほうじ茶で炊く。
⑥　熱いほうじ茶をかけていただく。

2．大豆煮豆（五目豆）
このたびの5月20日の川口様御本陣では、中飯（おやつ）と夕

食に大豆の煮豆が出されてます。おおよそ同じものと思われま
すが、二種類の大豆煮豆を作ってみました。ここでは五目煮豆
にしてみました。

●材料（4人分）
大豆 ･････ 1カップ ごぼう･･･ 100g
人参 ･････ 100g 蒟蒻･････ 半分
昆布 ･････ 10cm だし汁･･･ 2カップ位
みりん ･･･ 大さじ4杯 醤油･････ 大さじ3杯

●作り方
①　大豆は一晩たっぷりの水につけておく。次の日、汁ごと鍋に

入れて、さし水をしながら柔らかく茹でる。
②　ごぼう、人参は豆大のサイコロ切りにし、ごぼうは、熱湯で

さっと湯がく。蒟蒻もサイコロきりして三分ほど下ゆでをする。昆布は濡れ布巾
でふき、はさみで野菜と同じ7、8ミリの大きさに切る。

③　鍋に①、②の材料を入れてだし汁をひたひた程度に入れ火にかけ中火で軟
らかく煮、さらにみりんと醤油を加えて味加減をし、煮汁が少なくなるまで煮含
める。
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3．生豆腐葛ため
5月20日の3時頃の川口様御本陣の中飯（おやつ）のお平椀

です。南会津郡布沢から、少々けわしい吉尾峠を越えて野尻
村にご到着しました。夕飯までには時間があるので小昼（こび
る）をおだししました。奈良茶づけと豆腐の葛あんと奈良漬けで
す。この当時の豆腐は現代の木綿豆腐よりも堅かったかもしれ
ません。

●材料（4人分）
木綿豆腐 ※絹豆腐も可･･･ 1丁
はながつおのだし汁 ･･･ 3カップ 醤油 ･････大さじ4杯
すりわさび ･･･････････ 少々 片栗粉 ･･･大さじ2杯
水 ･･･････････････････ 大さじ3杯

●作り方
①　鍋にだし汁を入れふっとうさせる。
②　豆腐は大切りの斜めきりにしながらなべに静かに入れていく。弱火にし、豆腐

が少し浮いてきたら醤油を入れて味加減をする。
③　次いで水溶き片栗粉を鍋にまわしながらいれる
④　おたまで静かに全体をかき混ぜ、一煮立ちしたら熱いうちに椀盛りし、わさび

を添える。

5．鯛のうしお汁
この時代は生の鯛でなく塩鯛だったと思われます。日本海か

ら津川湊を経て運ばれたと思われます。鯛は江戸時代には魚
の中で第一の縁起ものとして扱われました。

5月20日の川口様御本陣の夕食の汁ものとして出されました。
当時としては豪華な汁ものです。

●材料（4人分）
鯛 ･･･････････････1匹 塩 ･････････ 適量
木の芽か三つ葉 ･･･少々 たれ味噌 ･･･ 適量
針生姜 ･･･････････少々

●作り方
①　鯛は鱗をとり3枚におろす。
②　おろした鯛にふり塩をして10分間おいてから4等分する。

さらに、食べやすい大きさに、そぎ切りにする。
③　鍋にたっぷりの水を入れ,鯛のアラを入れてアクをすくいながら、弱火で1時間

ほど煮詰めて、だし汁をとる。
④　なべに5カップほどの鯛のだし汁を入れ沸騰させ、鯛の切り身を入れ弱火で十

分ほど煮る。たれ味噌と塩で味加減をする。
⑤　椀に鯛と汁を盛り、木の芽か三つ葉を添える。
⑥　針生姜をその上に添える。

6．小豆粥
巡見使の藤澤様一行が、5月20日の夕食に召しあがった小

豆粥です。一番偉い藤沢様ご本陣は、小笠原流礼法者で本
名村の渡邊愿綱氏が料理頭をつとめました。

当日、藤沢様のご指示が小豆1合に米1合5勺の粥をお出し
するようにとありましたが、通常では小豆が多すぎて考えられな
い分量であったため、愿綱氏は、小豆の量を少なくして通常の
小豆粥をお出ししたところ、小豆が少なすぎるとおしかりをうけま
した。

ここでは一般に作られる小豆粥にしてみました。小豆粥は5月
15日などに食べられます。

●材料（4人分）
米 ･････ 300g
水と小豆のゆで汁 ※米の五倍 ･･･1500cc
小豆 ･･･ 50g 塩 ･･･ 小さじ2分の1

●作り方
①　小豆にひたひたの水を入れ沸騰させ、次いで　水をタップリ入れて八分とおり

柔らかに煮てから小豆とゆで汁にわけておく。
②　米は洗ってから、小豆のゆで汁に水を加え１5００ｃｃにしてこの中に3０分程度

浸水しておく。
③　②の中に塩と小豆を加えて中火で沸騰させ、吹きこぼれないように蓋をずらし

て弱火で2０分程度煮る。食べる時にざっくりと混ぜる。

4．平椀盛
5月20日、川口様御本陣の夕食の本膳料理のお平椀です。巡見

使の料理は一汁一菜が基本となっていますので、余計な料理はお
出しすることができませんでした。そこで材料にこだわったようです。こ
こではあわびの干した串貝が使われています。串貝はあわびの腸な
どを除いて、竹や木を削った串に挿して干したものです。

明治以降はあまりみられませんが、当時は正月の雑煮の材料とし
ても使われました。また、皮ごぼうは、江戸時代によく用いられた料理
法で、ごぼうの芯を除いた部分を千切り、短冊、ひし形に切り用いられ
ました。

●材料（4人分）
あわび貝 ※串貝の代わり ･･･8個
ごぼう ･････････････････1本 山芋 ･･･････ 1本
だし汁 ･････････････････4カップ たれ味噌 ･･･ 4カップ
みりん・酒 ･･････････････各大さじ2杯 味噌 ･･･････ 大さじ2杯
わらびの塩漬け ･････････12本 干し椎茸 ･･･ 4枚

●作り方
①　山芋は皮のまま、ひげ根だけ火にあぶって取り除き2、3センチの輪切りにする。
②　ごぼうは皮をむき、3センチの長さの筒切りしさっと湯煮してから、縦に切れ目を入

れて芯を残して皮をむく。これを皮ごぼうという。皮ごぼうは短冊切りする。わらび
の塩漬けは、銅鍋でさっとゆがいて3センチに切る。干し椎茸は戻す。

③　鍋にだし汁、山芋、あわび、椎茸、皮ごぼうを入れてキッチンペーパーで落とし蓋
にし、野菜が柔らかくなるまで中火で煮含め、その後みりん、酒、たれ味噌を加えて、味噌で味加減をする。盛り付けは、椀の向
こうに山芋、あわび貝、皮ごぼう、椎茸の順に盛り付け、手前にわらびを盛り付ける。
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3．生豆腐葛ため
5月20日の3時頃の川口様御本陣の中飯（おやつ）のお平椀

です。南会津郡布沢から、少々けわしい吉尾峠を越えて野尻
村にご到着しました。夕飯までには時間があるので小昼（こび
る）をおだししました。奈良茶づけと豆腐の葛あんと奈良漬けで
す。この当時の豆腐は現代の木綿豆腐よりも堅かったかもしれ
ません。

●材料（4人分）
木綿豆腐 ※絹豆腐も可･･･ 1丁
はながつおのだし汁 ･･･ 3カップ 醤油 ･････大さじ4杯
すりわさび ･･･････････ 少々 片栗粉 ･･･大さじ2杯
水 ･･･････････････････ 大さじ3杯

●作り方
①　鍋にだし汁を入れふっとうさせる。
②　豆腐は大切りの斜めきりにしながらなべに静かに入れていく。弱火にし、豆腐

が少し浮いてきたら醤油を入れて味加減をする。
③　次いで水溶き片栗粉を鍋にまわしながらいれる
④　おたまで静かに全体をかき混ぜ、一煮立ちしたら熱いうちに椀盛りし、わさび

を添える。

5．鯛のうしお汁
この時代は生の鯛でなく塩鯛だったと思われます。日本海か

ら津川湊を経て運ばれたと思われます。鯛は江戸時代には魚
の中で第一の縁起ものとして扱われました。

5月20日の川口様御本陣の夕食の汁ものとして出されました。
当時としては豪華な汁ものです。

●材料（4人分）
鯛 ･･･････････････1匹 塩 ･････････ 適量
木の芽か三つ葉 ･･･少々 たれ味噌 ･･･ 適量
針生姜 ･･･････････少々

●作り方
①　鯛は鱗をとり3枚におろす。
②　おろした鯛にふり塩をして10分間おいてから4等分する。

さらに、食べやすい大きさに、そぎ切りにする。
③　鍋にたっぷりの水を入れ,鯛のアラを入れてアクをすくいながら、弱火で1時間

ほど煮詰めて、だし汁をとる。
④　なべに5カップほどの鯛のだし汁を入れ沸騰させ、鯛の切り身を入れ弱火で十

分ほど煮る。たれ味噌と塩で味加減をする。
⑤　椀に鯛と汁を盛り、木の芽か三つ葉を添える。
⑥　針生姜をその上に添える。

6．小豆粥
巡見使の藤澤様一行が、5月20日の夕食に召しあがった小

豆粥です。一番偉い藤沢様ご本陣は、小笠原流礼法者で本
名村の渡邊愿綱氏が料理頭をつとめました。

当日、藤沢様のご指示が小豆1合に米1合5勺の粥をお出し
するようにとありましたが、通常では小豆が多すぎて考えられな
い分量であったため、愿綱氏は、小豆の量を少なくして通常の
小豆粥をお出ししたところ、小豆が少なすぎるとおしかりをうけま
した。

ここでは一般に作られる小豆粥にしてみました。小豆粥は5月
15日などに食べられます。

●材料（4人分）
米 ･････ 300g
水と小豆のゆで汁 ※米の五倍 ･･･1500cc
小豆 ･･･ 50g 塩 ･･･ 小さじ2分の1

●作り方
①　小豆にひたひたの水を入れ沸騰させ、次いで　水をタップリ入れて八分とおり

柔らかに煮てから小豆とゆで汁にわけておく。
②　米は洗ってから、小豆のゆで汁に水を加え１5００ｃｃにしてこの中に3０分程度

浸水しておく。
③　②の中に塩と小豆を加えて中火で沸騰させ、吹きこぼれないように蓋をずらし

て弱火で2０分程度煮る。食べる時にざっくりと混ぜる。

4．平椀盛
5月20日、川口様御本陣の夕食の本膳料理のお平椀です。巡見

使の料理は一汁一菜が基本となっていますので、余計な料理はお
出しすることができませんでした。そこで材料にこだわったようです。こ
こではあわびの干した串貝が使われています。串貝はあわびの腸な
どを除いて、竹や木を削った串に挿して干したものです。

明治以降はあまりみられませんが、当時は正月の雑煮の材料とし
ても使われました。また、皮ごぼうは、江戸時代によく用いられた料理
法で、ごぼうの芯を除いた部分を千切り、短冊、ひし形に切り用いられ
ました。

●材料（4人分）
あわび貝 ※串貝の代わり ･･･8個
ごぼう ･････････････････1本 山芋 ･･･････ 1本
だし汁 ･････････････････4カップ たれ味噌 ･･･ 4カップ
みりん・酒 ･･････････････各大さじ2杯 味噌 ･･･････ 大さじ2杯
わらびの塩漬け ･････････12本 干し椎茸 ･･･ 4枚

●作り方
①　山芋は皮のまま、ひげ根だけ火にあぶって取り除き2、3センチの輪切りにする。
②　ごぼうは皮をむき、3センチの長さの筒切りしさっと湯煮してから、縦に切れ目を入

れて芯を残して皮をむく。これを皮ごぼうという。皮ごぼうは短冊切りする。わらび
の塩漬けは、銅鍋でさっとゆがいて3センチに切る。干し椎茸は戻す。

③　鍋にだし汁、山芋、あわび、椎茸、皮ごぼうを入れてキッチンペーパーで落とし蓋
にし、野菜が柔らかくなるまで中火で煮含め、その後みりん、酒、たれ味噌を加えて、味噌で味加減をする。盛り付けは、椀の向
こうに山芋、あわび貝、皮ごぼう、椎茸の順に盛り付け、手前にわらびを盛り付ける。
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7．鯉のこくしょう
このたびの復元料理は、川口様本陣のものですが、このほかに、

総大将の藤沢様本陣、と古川古松軒が随行した三枝様本陣があ
ります。この大鮒のこくしょうは5月20日夕食膳に藤沢様御本陣や、三
枝様御本陣で出されたものです。こくしょうは、江戸時代初期からあ
り、塩気の少ない味噌をタップリ使って、濃く溶いて、魚や肉や、野菜
を煮たものです。大鮒のこくしょうとはお平に盛り付けた鯉こくつまり
鯉の味噌汁のようなものです。鯉こくは会津の郷土料理の1つで、出
産するとお乳の出がよくなるようにとお姑が作ってくれたものです。

●材料（4人分）
大鮒 ※今回はかわりに鯉を使用。･･･ 1匹
たれ味噌 ･･･2カップ 味噌 ･･･ 大さじ4杯
生姜 ･･･････1かけ 豆腐 ･･･ 1丁
キクラゲ ･･･5、6枚

●作り方
①　大鮒はうろこをとってから、肝をとり、まるのまま5、6切れにする。
②　キクラゲはもどしてから、一口大にちぎる。
③　豆腐はやや大きめのサイコロ大に切る。
④　生姜は針生姜に切る。
⑤　鯉は沸騰したお湯をくぐらせ、鍋に1000㏄の水を入れ沸騰したら鯉を入れて

10分ほど煮る。    
⑥　次いでキクラゲ、豆腐を入れて弱火にし、たれ味噌を加えてから味噌で味加

減をする。
⑦　盛り付け時に針生姜を添える。

8．焼き豆腐の汁もの
この料理は、翌日の5月2１日川口様御本陣の朝食の汁もの

です。ぜんまいの戻し方は、干したぜんまいを、鍋に入れてたっ
ぷりの水を入れて沸騰直前で火を止めさます。これを3回ほど繰
り返すと、水が清んできます。そのまま１日位水にさらしてから用
います。巡見使の御馳走には、豆腐類がふんだんにつかわれ
ています。当時は卵１個と豆腐3丁が同じぐらいの値段でした。

●材料（4人分）
焼き豆腐 ･･･ 1枚 戻しぜんまい･･･ 100g
だし汁 ･････ 4カップ たれ味噌･･･････ 1カップ
味噌 ･･･････ 大さじ1杯
青味 ※三つ葉や茎立菜など ･･･少々

●作り方
①　焼き豆腐は三角形かサイコロ切にする。
②　戻したぜんまいは3センチ長さに切る
③　青味の茎立菜はゆでて3センチに切る。
④　鍋にだし汁を入れて沸騰させ、豆腐、ぜんまいを入れ、たれ味噌を入れてひと

煮立ちさせ、味噌で味加減をする。
⑤　椀に盛り付け時に青味を添える。

9．鯉の揚げ浸し
5月2１日川口様御本陣の朝食のお平椀に鮒が出されました。

他の宿では、まるた（マルタウグイ）や川ざい（小魚）は中野・小
野川産のもの、鮒や小鮒は沼沢産のものです。ここでは、鮒の
料理名が記されていません。焼きひたしにしたのか、揚げひたし
にしたのか分かりません。このたびは、鮒の代わりに鯉を干して
から揚げて、煮びたし風にしてみました。鯉などは、どぶろくと味
噌に漬け込んでもたべられていたかもしれません。ちなみに川ざ
いは、骨が多いところからつみれにして食べられていたようで
す。

●材料（4人分）
鯉 ････････ 1匹 片栗粉 ････････････適量
揚げ油 ････適量 酒・みりん・醤油 ････各大さじ5杯
たれ味噌 ･･1カップ 味噌 ※水同量で溶く ･･大さじ1杯
山椒の葉 ･･10枚位 針生姜 ････････････1片分

●作り方
①　鯉は鱗をとってから3枚におろし、１日天日に干す。少し、水分が抜けたら片栗

粉をつけて、油で揚げる。
②　酒・みりん・醤油、たれ味噌を合わせてひと煮立ちさせた中に鯉を入れ煮汁

が少なくなった頃、水溶きした味噌を全体に振り入れ臭みをとる。最後に山椒
の葉を荒みじん切にして全体に振りかける。

１０．八杯豆腐
八杯豆腐は、このたびの復元した料理の川口様一行の宿で

出された5月2１日の朝食の料理です。同じ川口様ご一行でも身
分によって少しずつ異なっているようです。

八杯豆腐とは、豆腐を細長く拍子切りにして、水6杯、酒１杯、
醤油１杯の合計8杯の煮汁で煮た料理で、煮汁の八杯に由来
するものです。ここでは八杯豆腐の葛溜めしょうがのすりおろし
と記されていますが、現在奥会津地方でたべられている八杯
汁にしてみました。

●材料（4人分）
豆腐 ･･･････ 1丁 だし汁 ･･･ 600㏄～800㏄
酒 ･････････ 50～100㏄ 醤油 ･････ 50～100㏄
きくらげ ･･･ 4～5枚 油揚げ ･･･ 2枚

●作り方
①　豆腐は拍子切りにする。
②　きくらげはもどしてから繊切りにする。
③　油揚げは縦半分に切ってから繊切りにする。
④　鍋にだし汁と酒を入れて繊切りにした油揚げときくらげを入れて一煮たちさ

せ、ついで豆腐を静かに入れて弱火にして沸騰させてから醤油で味加減を
する。
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7．鯉のこくしょう
このたびの復元料理は、川口様本陣のものですが、このほかに、

総大将の藤沢様本陣、と古川古松軒が随行した三枝様本陣があ
ります。この大鮒のこくしょうは5月20日夕食膳に藤沢様御本陣や、三
枝様御本陣で出されたものです。こくしょうは、江戸時代初期からあ
り、塩気の少ない味噌をタップリ使って、濃く溶いて、魚や肉や、野菜
を煮たものです。大鮒のこくしょうとはお平に盛り付けた鯉こくつまり
鯉の味噌汁のようなものです。鯉こくは会津の郷土料理の1つで、出
産するとお乳の出がよくなるようにとお姑が作ってくれたものです。

●材料（4人分）
大鮒 ※今回はかわりに鯉を使用。･･･ 1匹
たれ味噌 ･･･2カップ 味噌 ･･･ 大さじ4杯
生姜 ･･･････1かけ 豆腐 ･･･ 1丁
キクラゲ ･･･5、6枚

●作り方
①　大鮒はうろこをとってから、肝をとり、まるのまま5、6切れにする。
②　キクラゲはもどしてから、一口大にちぎる。
③　豆腐はやや大きめのサイコロ大に切る。
④　生姜は針生姜に切る。
⑤　鯉は沸騰したお湯をくぐらせ、鍋に1000㏄の水を入れ沸騰したら鯉を入れて

10分ほど煮る。    
⑥　次いでキクラゲ、豆腐を入れて弱火にし、たれ味噌を加えてから味噌で味加

減をする。
⑦　盛り付け時に針生姜を添える。

8．焼き豆腐の汁もの
この料理は、翌日の5月2１日川口様御本陣の朝食の汁もの

です。ぜんまいの戻し方は、干したぜんまいを、鍋に入れてたっ
ぷりの水を入れて沸騰直前で火を止めさます。これを3回ほど繰
り返すと、水が清んできます。そのまま１日位水にさらしてから用
います。巡見使の御馳走には、豆腐類がふんだんにつかわれ
ています。当時は卵１個と豆腐3丁が同じぐらいの値段でした。

●材料（4人分）
焼き豆腐 ･･･ 1枚 戻しぜんまい･･･ 100g
だし汁 ･････ 4カップ たれ味噌･･･････ 1カップ
味噌 ･･･････ 大さじ1杯
青味 ※三つ葉や茎立菜など ･･･少々

●作り方
①　焼き豆腐は三角形かサイコロ切にする。
②　戻したぜんまいは3センチ長さに切る
③　青味の茎立菜はゆでて3センチに切る。
④　鍋にだし汁を入れて沸騰させ、豆腐、ぜんまいを入れ、たれ味噌を入れてひと

煮立ちさせ、味噌で味加減をする。
⑤　椀に盛り付け時に青味を添える。

9．鯉の揚げ浸し
5月2１日川口様御本陣の朝食のお平椀に鮒が出されました。

他の宿では、まるた（マルタウグイ）や川ざい（小魚）は中野・小
野川産のもの、鮒や小鮒は沼沢産のものです。ここでは、鮒の
料理名が記されていません。焼きひたしにしたのか、揚げひたし
にしたのか分かりません。このたびは、鮒の代わりに鯉を干して
から揚げて、煮びたし風にしてみました。鯉などは、どぶろくと味
噌に漬け込んでもたべられていたかもしれません。ちなみに川ざ
いは、骨が多いところからつみれにして食べられていたようで
す。

●材料（4人分）
鯉 ････････ 1匹 片栗粉 ････････････適量
揚げ油 ････適量 酒・みりん・醤油 ････各大さじ5杯
たれ味噌 ･･1カップ 味噌 ※水同量で溶く ･･大さじ1杯
山椒の葉 ･･10枚位 針生姜 ････････････1片分

●作り方
①　鯉は鱗をとってから3枚におろし、１日天日に干す。少し、水分が抜けたら片栗

粉をつけて、油で揚げる。
②　酒・みりん・醤油、たれ味噌を合わせてひと煮立ちさせた中に鯉を入れ煮汁

が少なくなった頃、水溶きした味噌を全体に振り入れ臭みをとる。最後に山椒
の葉を荒みじん切にして全体に振りかける。

１０．八杯豆腐
八杯豆腐は、このたびの復元した料理の川口様一行の宿で

出された5月2１日の朝食の料理です。同じ川口様ご一行でも身
分によって少しずつ異なっているようです。

八杯豆腐とは、豆腐を細長く拍子切りにして、水6杯、酒１杯、
醤油１杯の合計8杯の煮汁で煮た料理で、煮汁の八杯に由来
するものです。ここでは八杯豆腐の葛溜めしょうがのすりおろし
と記されていますが、現在奥会津地方でたべられている八杯
汁にしてみました。

●材料（4人分）
豆腐 ･･･････ 1丁 だし汁 ･･･ 600㏄～800㏄
酒 ･････････ 50～100㏄ 醤油 ･････ 50～100㏄
きくらげ ･･･ 4～5枚 油揚げ ･･･ 2枚

●作り方
①　豆腐は拍子切りにする。
②　きくらげはもどしてから繊切りにする。
③　油揚げは縦半分に切ってから繊切りにする。
④　鍋にだし汁と酒を入れて繊切りにした油揚げときくらげを入れて一煮たちさ

せ、ついで豆腐を静かに入れて弱火にして沸騰させてから醤油で味加減を
する。

天明八年巡見使饗応料理レシピ集

35



１１．たれ味噌
たれ味噌は、醤油が普及する前の調味料として用いられて

いました。この時代は、醤油が高価であったことから、煮物や吸
い物に多く用いられてられていたと思われます。

●材料
味噌 ･･･ 1㎏
水 ･････ 3㎏
5000㏄ほど入る晒しの袋

●作り方
①　味噌と水を良く混ぜ合わせて、晒しの袋に入れてそのまま

袋を吊るす。
②　下に容器を置いてしたたる液を取り入れる。
　　※　吊るすところがない場合には、大きな笊に袋を入れそ

　　の下に、袋がひたらない空間を作ってこす。

１2．煎り酒
室町時代からある調味料で、古酒に鰹節と梅干し、たまり

（味噌の上澄み）を少し入れて煮詰めてこしたものです。醤油の
普及以前には刺身や鱠（なます）の調味料として、また煮物など
にもつかわれました。

●材料（4人分）
はながつお ※酒の4～5％･･･ 40～50g
梅干し ･････････････････ 16～20個
古酒 ※2年位過ぎた酒 ･･････ 1ℓ

●作り方
①　鍋に材料を全部入れて、中火にかけふっとうさせ水分量

が7０％くらいになったら火を止める
②　これを布袋（キッチンペーパー）で静かにこす。
③　吸い物、酢の物、鱠（なます）に使う。
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〇 監修
 　籠太　店主　鈴木真也

〇 レシピの再現・翻刻・写真提供・執筆
　 福島の食文化研究家　平出美穂子

〇 翻刻
　 からむし工芸博物館学芸員　松尾悠亮

〇 協力
 　福島県立博物館　阿部綾子（翻刻）
　（有）富士写真工房（写真撮影）
　本名信一（資料・食材提供等）
　吉田晃男（食材提供）

〇 編集
　 昭和村民俗文化交流事業実行委員会
　 　昭和村（事務局：総務課からむし振興室）
　 　昭和村教育委員会
　 　昭和村文化財保護審議会
　　（株）奥会津昭和村振興公社
　 　昭和村からむし後継者育成協議会
　 　（一社）昭和村観光協会
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